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中
国
研
究
集
刊 

珍
号
（
第
六
十
四
号
）
平
成
三
十
年
六
月　

一
︱
二
三
頁

問
題
の
あ
り
か

清
朝
が
西
洋
法
制
を
導
入
し
て
中
国
法
を
近
代
化
し
よ
う
と
し

た
時
期
、
章
炳
麟
（
一
八
六
九
～
一
九
三
六
、
号　

太
炎
）
は
そ

の
憲
法
を
批
判
し
、
ま
た
中
国
法
に
つ
い
て
論
じ
た
。
す
な
わ

ち
、「
虜
憲
廃
疾
」（「
代
議
然
否
論
」
附
録
、『
民
報
』
第
二
四

号
、
一
九
〇
八
年
）
に
お
い
て
、
彼
は
「
憲
法
大
綱
」
の
実
質
と

問
題
点
を
明
ら
か
に
し
（
注
1
）
、「
五
朝
法
律
索
隠
」（『
民
報
』
第

二
三
号
、
一
九
〇
八
年
）
で
は
、
独
自
の
視
点
か
ら
中
国
法
の
問

題
点
を
洗
い
出
し
て
（
注
2
）
、
採
る
べ
き
も
の
と
し
て
五
朝
法
を
見

い
出
し
た
の
で
あ
る
。
中
国
古
典
学
の
大
家
が
法
制
を
論
じ
る
な

ど
、
当
時
と
し
て
は
到
底
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
伝
統

章
炳
麟
の
体
制
構
想

︱「
諦
実
之
共
和
」
と
「
奇
觚
之
専
制
」︱

小
林

　武

的
に
儒
教
が
法
学
を
低
く
評
価
し
て
、
法
学
が
疎
ん
じ
ら
れ
て
き

た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
清
末
は
、
五
朝
法
の
佚
文
が
収
輯
さ
れ

始
め
た
段
階
で
あ
り
、
唐
律
を
「
東
洋
の
ロ
ー
マ
法
」
と
し
て
評

価
す
る
の
が
通
例
で
あ
っ
た
か
ら
（
注
3
）
、
太
炎
の
見
方
は
当
時
、

き
わ
め
て
斬
新
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
（
注
4
）
。
一
方
、
彼
は
こ
の

頃
代
議
制
を
批
判
し
、
代
議
制
に
代
わ
る
「
諦
実
之
共
和
」
体
制

を
構
想
し
た
（「
代
議
然
否
論
」）。「
諦
実
之
共
和
」
体
制
は
「
奇

觚
之
専
制
」
と
も
呼
ば
れ
た
が
、
こ
の
体
制
は
「
共
和
」
で
あ
り

な
が
ら
「
専
制
」
な
の
で
あ
る
。
民
衆
は
主
権
者
で
あ
り
な
が

ら
、
立
法
に
は
関
与
せ
ず
、
政
治
意
思
を
表
明
し
な
い
。
こ
れ
は

実
に
奇
妙
で
あ
る
。「
共
和
」
が
な
ぜ
「
専
制
」
な
の
か
。
と
こ

ろ
が
従
来
、「
諦
実
之
共
和
」
が
「
奇
觚
之
専
制
」
で
も
あ
る
理

由
に
つ
い
て
、
考
察
が
尽
く
さ
れ
た
と
は
言
い
難
い
。
せ
い
ぜ
い

（ 1 ）



「
諦
実
之
共
和
」
構
想
は
、
太
炎
の
「
学
者
政
治
」
の
志
向
と
か

「
平
均
主
義
」
の
反
映
と
さ
れ
る
ば
か
り
で
、
な
ぜ
「
共
和
」
が

「
専
制
」
な
の
か
、
そ
の
理
由
が
十
分
に
明
ら
か
で
は
な
い
の
で

あ
る
（
注
5
）
。
本
稿
は
、
法
制
を
手
が
か
り
に
、「
共
和
」
が
「
専

制
」
で
も
あ
る
理
由
を
め
ぐ
っ
て
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。
と
い

う
の
は
、
こ
の
体
制
が
太
炎
の
法
制
論
の
本
質
に
係
わ
り
、
国
民

主
権
と
立
法
と
い
う
今
日
の
重
要
課
題
に
も
係
わ
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
こ
で
第
一
節
で
は
、「
諦
実
之
共
和
」
構
想
に
至
る
ま
で
の

太
炎
の
議
会
制
論
を
跡
づ
け
る
。「
諦
実
之
共
和
」
構
想
が
代
議

制
批
判
に
関
わ
る
か
ら
で
あ
る
。
第
二
節
で
は
、「
諦
実
之
共
和
」

社
会
に
お
け
る
法
制
を
検
討
す
る
。「
諦
実
之
共
和
」
社
会
に
お

い
て
立
法
を
担
う
の
は
、
法
学
者
及
び
歴
史
に
通
暁
し
民
間
の
利

害
を
よ
く
知
る
者
（
以
下
「
法
制
エ
リ
ー
ト
」
と
呼
ぶ
）
で
あ

り
、
議
院
で
は
な
い
。
何
故
な
の
か
。
そ
の
論
点
を
整
理
し
て
、

「
共
和
」
が
「
専
制
」
で
も
あ
る
着
想
の
意
図
と
ア
ポ
リ
ア
を
明

ら
か
に
し
た
い
。
そ
し
て
第
三
節
で
は
、「
共
和
」
に
し
て
「
専

制
」
と
い
う
着
想
の
文
化
的
基
底
を
知
る
た
め
に
、
秩
序
を
め
ぐ

る
規
範
意
識
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
そ
も
そ
も
規
範
意
識
は
政

治
、
法
律
、
文
化
な
ど
の
諸
制
度
の
基
底
に
あ
っ
て
、
思
考
の
慣

性
と
し
て
働
き
、
着
想
を
無
意
識
裡
に
枠
づ
け
る
か
ら
で
あ
る
。

い
か
な
る
規
範
意
識
が
あ
っ
て
、「
共
和
」
に
し
て
「
専
制
」
と

い
う
体
制
を
当
然
の
よ
う
に
着
想
さ
せ
た
の
か
。
こ
の
点
を
知
ろ

う
と
す
る
。
最
後
に
第
四
節
で
は
、
一
九
〇
八
、
〇
九
年
頃
を
境

に
太
炎
の
関
心
が
法
制
領
域
か
ら
哲
学
領
域
に
移
る
こ
と
を
明
ら

か
に
し
よ
う
。
と
い
う
の
は
、
哲
学
領
域
で
の
関
心
が
『
斉
物
論

釈
』
で
展
開
し
た
結
果
、
法
制
領
域
で
の
関
心
が
薄
れ
て
し
ま
う

か
ら
で
あ
る
。
要
す
る
に
、「
共
和
」
が
「
専
制
」
で
も
あ
る
理

由
及
び
「
共
和
」
が
「
専
制
」
だ
と
着
想
で
き
る
文
化
的
基
底
を

さ
ぐ
り
、
太
炎
の
体
制
構
想
と
民
意
の
表
現
シ
ス
テ
ム
と
の
間
に

ア
ポ
リ
ア
が
潜
む
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

第
一
節　

議
会
制
に
つ
い
て�

―
『
訄
書
』
よ
り
「
代
議
然
否
論
」
ま
で

「
代
議
然
否
論
」（
一
九
〇
八
）
以
前
、
章
炳
麟
は
議
会
制
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
の
か
。
代
議
制
の
前
提
す
る
国
民

主
権
や
権
力
の
あ
り
方
に
も
係
わ
る
の
で
、
概
観
し
て
お
く
。

先
ず
、『
訄
書
』
初
刻
本
（
一
九
〇
〇
）
明
群
篇
で
あ
る
。
本

篇
の
主
旨
は
、「
合
群
」
と
「
民
主
」（
民
の
指
導
者
）
と
の
関
係

を
説
く
と
こ
ろ
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
群
し
ゆ
う
だ
ん」（

中
で
も
国
家
）

に
は
安
定
し
た
階
層
秩
序
（「
明
分
」）
が
必
要
で
、「
合
群
」
す

る
に
は
、「
睿
哲
仁
彊
」
な
る
「
民
主
」
が
聡
明
な
「
学
士
」
を

用
い
る
こ
と
は
重
要
だ
、
と
言
う
の
で
あ
る
。
こ
の
考
え
方
は
荀

子
的
だ
が
、
当
時
、
太
炎
は
変
法
派
の
立
場
に
立
っ
て
い
た
。
そ

（ 2 ）



れ
故
、
本
篇
は
『
訄
書
』
重
訂
本
（
一
九
〇
四
）
で
は
削
除
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
が
、
議
会
制
は
、
初
刻
本
で
は
次
の
よ
う
に
論
じ

ら
れ
た
。

今
の
議
院
を
張
る
者
は
、
其
の
進
孰
美
な
ら
ず
ん
ば
非
ず
。

正
乏
の
義
有
り
て
、
而
る
後
に
議
官
有
り
。
其
の
職
は
則
ち

定
法
の
後
に
置
く
。（
注
6
）

ま
た
言
う
。

…
。
故
に
議
院
な
る
者
は
、
定
法
の
後
の
尚
ぶ
所
に
し
て
、

法
の
始
め
て
変
ず
る
に
取
る
所
に
は
非
ず
。（
注
7
）

議
会
主
義
者
の
言
葉
は
美
し
い
が
、
上
辺
だ
け
で
中
味
が
な
い
。

本
来
、
正
し
い
道
か
ど
う
か
の
議
論
が
あ
っ
て
議
官
や
議
院
が
あ

る
は
ず
だ
か
ら
、
議
院
は
法
制
が
安
定
し
た
後
に
設
置
す
れ
ば
よ

い
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
太
炎
は
議
院
の
合
議
に
冷
淡
で
あ
っ

て
、
合
議
よ
り
も
「
民
主
」
の
速
や
か
な
決
断
を
重
視
し
た
と
言

え
る
。
そ
し
て
、
議
員
を
「
議
官
」
と
い
う
官
職
と
し
て
理
解
し

た
点
に
も
注
意
し
た
い
。「
議
官
」
は
、「
民
主
」
が
民
意
を
吸
収

す
る
の
を
輔
助
す
る
官
員
で
あ
り
、
民
間
選
出
の
民
衆
代
表
で
は

な
い
。
つ
ま
り
、
太
炎
は
議
院
を
行
政
機
構
の
一
環
と
し
て
理
解

し
、
討
議
を
通
し
て
合
意
を
形
成
し
、
諸
問
題
を
解
決
す
る
場
と

は
考
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
「
民
主
」
の
決
断
を
重
視
し

合
議
に
冷
淡
な
態
度
は
、「
諦
実
之
共
和
」
構
想
に
も
係
わ
る
の

で
、
第
三
節
で
も
触
れ
た
い
。

官
員
が
安
定
し
た
世
に
お
い
て
民
意
を
吸
収
す
る
と
い
う
考
え

方
は
、『
訄
書
』
初
刻
本
官
統
篇
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
本

篇
は
修
改
さ
れ
て
『
訄
書
』
重
訂
本
官
統
下
篇
、『
検
論
』（
一
九

一
四
）
五
術
篇
と
な
っ
た
が
、
議
院
の
部
分
が
『
検
論
』
で
は
削

除
さ
れ
た
。
代
議
制
に
対
す
る
評
価
が
変
わ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

さ
て
、
初
刻
本
官
統
篇
は
、
中
国
の
危
機
を
救
う
建
官
の
法
と
し

て
六
術
を
挙
げ
た
が
、
そ
の
中
の
一
術
が
「
議
院
」
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
、
太
炎
は
議
院
を
科
道
官
（
都
察
院
の
六
科
給
事
中
、
各

道
の
監
察
御
史
）
と
区
別
し
、
議
院
を
安
定
し
た
世
に
設
置
す
る

も
の
と
考
え
（
注
8
）
、「
上
書
」
と
対
置
し
た
。「
上
書
」
は
、
通
政

司
の
職
掌
と
区
別
さ
れ
て
、
既
決
あ
る
い
は
未
決
の
こ
と
に
関
す

る
通
制
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
新
旧
の
こ
と
が
ら
が
雑
糅
し
て
い

る
場
合
、
新
し
い
考
え
を
持
つ
者
が
「
上
書
」
を
制
す
る
が
、

「
群
議
」
は
旧
い
考
え
を
持
つ
者
が
制
す
る
と
い
う
（
注
9
）
。
本
篇

か
ら
見
て
も
、
太
炎
は
議
院
を
一
人
の
主
権
者
（
君
主
）
を
中
心

に
、
常
制
に
つ
い
て
「
群
議
」
す
る
仕
組
み
と
理
解
し
た
よ
う
で

あ
る
。
議
院
は
安
定
し
た
世
に
開
設
す
べ
し
と
言
う
か
ら
、
危
機

の
時
代
に
は
設
置
し
な
い
こ
と
に
な
る
。「
群
議
」
す
れ
ば
、
一

人
の
主
権
者
の
決
断
が
遅
れ
る
と
考
え
た
か
ら
に
違
い
な
い
。

と
こ
ろ
が
、『
訄
書
』
重
訂
本
通
法
篇
に
な
る
と
、
国
民
主
権

を
前
提
に
し
た
地
方
自
治
と
関
連
づ
け
ら
れ
た
。
本
篇
は
、
過
去

の
王
朝
政
治
の
の
っ
と
る
べ
き
点
を
検
討
し
た
も
の
で
、『
訄
書
』

（ 3 ）



手
校
本
（
一
九
〇
〇
）
に
初
め
て
加
わ
り
、『
訄
書
』
重
訂
本
と

『
検
論
』
に
収
め
ら
れ
た
。
さ
て
、
太
炎
は
古
の
王
制
か
ら
秦
代

ま
で
論
じ
た
後
、
漢
朝
に
つ
い
て
言
う
。
漢
は
中
央
集
権
で
あ
っ

た
が
、
そ
れ
で
も
郡
県
は
「
自
治
」
で
き
た
。
だ
か
ら
郡
県
制
の

初
め
は
、
そ
れ
ほ
ど
封
建
制
に
異
な
ら
な
か
っ
た
。
漢
朝
に
お
い

て
、
県
邑
に
「
議
院
」（『
検
論
』
で
は
「
議
舎
」）
が
あ
り
、「
良

奥
通
達
之
士
」
で
あ
る
地
方
の
「
義
民
」
は
、
公
民
と
し
て
県
政

に
参
与
し
た
。「
議
民
」
は
西
洋
の
「
議
員
」
に
相
当
し
、
県
に

お
い
て
「
国
命
」
は
「
義
民
」
に
諮
ら
れ
た
、
と
（
注
10
）
。
漢
朝
が

評
価
さ
れ
た
理
由
の
一
つ
は
、
地
方
に
設
け
ら
れ
た
議
院
な
の
で

あ
る
。
太
炎
は
「
義
民
」
を
地
方
の
紳
士
層
と
捉
え
て
い
る
ら
し

く
、「
凡
そ
漢
世
の
道
路
河
渠
の
役
、
今
は
其
の
費
え
に
難く
る

し
む

も
、
彼
こ
れ
を
挙
ぐ
る
に
径た
だ

ち
に
易
き
者
は
、
無お
お

慮よ

そ
議
院
の
效

0

0

0

0

な
り
」
と
言
う
（
注
11
）
。
清
代
に
お
い
て
道
路
、
橋
梁
、
河
渠
な
ど
、

地
域
の
社
会
基
盤
整
備
は
地
方
紳
士
層
が
担
っ
て
い
た
か
ら
、
太

炎
は
重
訂
本
に
お
い
て
、
彼
ら
と
議
院
を
結
び
つ
け
て
理
解
し
て

い
た
こ
と
が
分
か
る
。（『
訄
書
』
重
訂
本
地
治
篇
で
も
、
集
権
制

と
地
方
自
治
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
前
稿
参
照
）（
注
12
）
。

し
か
し
、
辛
亥
後
の
『
検
論
』
通
法
篇
に
な
る
と
、
認
識
が
変

わ
っ
た
。
前
に
引
い
た
『
訄
書
』
重
訂
本
「
議
院0

之
效
」
句
が

「
議
民0

之
效
」
句
に
訂
正
さ
れ
、
割
注
で
「
按
ず
る
に
中
国
は
戸

口
至
っ
て
多
く
、
議
士
数
百
、
民
を
表
は
す
に
足
ら
ず
」
と
述
べ

て
（
注
13
）
、
朝
廷
（
中
央
政
府
）
の
「
議
士
」
と
郡
県
の
「
議
民
」

（
地
方
自
治
）
を
区
別
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
朝
廷
の
「
議
士
」

は
民
意
を
反
映
し
に
く
い
が
、
郡
県
の
「
議
民
」
に
は
そ
れ
が
で

き
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
故
、『
検
論
』
で
は
、
地

方
在
住
の
民
間
の
実
情
に
通
じ
た
「
議
民
」
が
討
議
す
る
こ
と
は

肯
定
し
て
も
、
中
央
の
議
院
や
「
議
士
」
に
対
し
て
、
懐
疑
的
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。
辛
亥
後
の
議
院
の
現
実
が
代
議
制
批
判
の
認

識
を
強
め
た
と
考
え
ら
れ
る
（
注
14
）
。

要
す
る
に
、
初
刻
本
、
重
訂
本
で
は
、
議
会
制
に
対
す
る
認
識

が
深
ま
る
と
と
も
に
、
評
価
が
変
化
し
た
。
す
な
わ
ち
、
初
刻
本

に
見
ら
れ
た
一
人
の
主
権
者
が
民
意
を
把
握
す
る
と
い
う
民
本
主

義
的
理
解
が
批
判
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
議
会
制
認
識
は
『
民
報
』
期
に
大
き
く
転
回
し
た
。

転
回
は
、「
代
議
然
否
論
」
の
前
年
に
書
か
れ
た
「
官
制
索
隠
」

（『
民
報
』
第
一
四
号
、
一
九
〇
七
年
。『
太
炎
文
録
初
編
』
巻
一
、

『
章
太
炎
文
鈔
』
巻
四
再
録
）
に
早
く
も
表
れ
る
。
太
炎
は
欧
米

の
君
主
制
と
共
和
制
の
欠
点
を
見
い
だ
し
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
議
会
制
は
巨
万
の
富
を
費
や
す
選
挙
と
賄
賂
を
取
る
こ
と
か

ら
成
り
、
共
和
制
や
立
憲
制
は
民
衆
を
歓
ば
せ
る
体
制
だ
が
、
専

制
君
主
制
と
委
細
の
相
違
は
あ
っ
て
も
、
猥
賤
の
点
で
は
同
じ

だ
、
と
言
う
の
で
あ
る
（
注
15
）
。
代
議
制
批
判
の
視
点
に
、
選
挙
制

度
や
民
意
の
反
映
以
外
、
猥
賤
さ
が
加
わ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
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点
に
は
留
意
し
て
お
き
た
い
。
太
炎
は
言
う
。

行
誼
修
ま
ら
ず
、
賕
賂
公
行
す
る
は
、
斯
れ
官
吏
・
議
士
為

り
。
其
の
維
綱
を
総
ぶ
る
者
は
政
府
為
り
。
政
府
の
鄙
し
み

厭
ふ
可
き
は
、
寧い
づ

く
ん
ぞ
独
り
専
制
の
み
な
ら
ん
や
。
民
主

立
憲
と
雖
も
、
猶
ほ
将
に
こ
れ
を
撥の
ぞ

き
去
ら
ん
と
す
。
…

（
中
略
）
…
凡
そ
政
体
の
稍
や
優
る
者
は
、
特た

だ
能
く
吏
民

を
擁
護
し
、
こ
れ
が
為
に
利
を
興
す
こ
と
、
専
制
の
為
す
所

よ
り
愈ま
さ

る
の
み
。
然
れ
ど
も
其
の
官
僚
は
、
猶
ほ
頑
頓
に
し

て
廉
耻
な
し
。（
注
16
）

太
炎
は
政
府
を
、
民
主
立
憲
制
か
君
主
専
制
か
を
問
わ
ず
、
厭
う

べ
き
存
在
と
考
え
た
。
そ
れ
は
官
員
の
破
廉
恥
さ
や
賄
賂
の
横
行

が
存
す
る
か
ら
で
あ
る
。
彼
は
、
民
主
立
憲
制
の
吏
民
擁
護
と
興

利
と
い
う
政
治
目
標
は
評
価
し
た
が
、
官
吏
の
破
廉
恥
は
許
せ
な

か
っ
た
。
そ
し
て
、
政
府
と
民
衆
と
の
関
係
は
あ
た
か
も
「
乾
矢

鳥
糞
之
孳
殖
百
穀
」
の
よ
う
な
も
の
と
言
い
、「
穢
悪
」
な
る

「
乾
矢
鳥
糞
」
で
も
、「
百
穀
」
の
「
孳
殖
」
に
は
不
可
欠
だ
と
し

て
、
共
和
政
府
の
設
置
は
必
要
悪
と
考
え
た
。「
光
復
以
後
、
復ま

た
共
和
政
府
を
設
く
る
は
、
則
ち
已
む
を
得
ず
し
て
こ
れ
を
為
す

な
り
。
義
の
任
す
所
、
情
の
迫
る
所
に
は
非
ざ
る
な
り
」（
注
17
）
。

以
上
、「
代
議
然
否
論
」
以
前
、『
訄
書
』
期
に
お
け
る
議
会
観

は
、
①
一
人
の
主
権
者
（
君
主
）
の
下
で
「
群
議
」
す
る
諮
問
組

織
、
②
一
人
の
主
権
者
に
よ
る
民
意
吸
収
の
方
途
と
し
て
の
地
方

自
治
、
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
『
民
報
』
期
に
な
る
と
、
③
君
主

専
制
か
民
主
立
憲
か
、
そ
の
体
制
の
い
か
ん
を
問
わ
ず
、
官
僚
制

の
腐
敗
と
結
び
つ
け
て
認
識
し
始
め
た
。
民
意
の
吸
収
及
び
「
穢

悪
」
な
る
権
力
機
構
の
腐
敗
防
止
が
、
新
し
い
社
会
構
想
の
課
題

と
な
っ
た
の
で
あ
る
。「
諦
実
之
共
和
」
構
想
は
、
こ
の
基
本
認

識
か
ら
生
ま
れ
た
。

そ
こ
で
次
に
、「
諦
実
之
共
和
」
構
想
と
表
裏
を
な
す
代
議
制

批
判
だ
が
、
そ
れ
は
太
炎
の
思
想
的
特
徴
と
し
て
早
く
か
ら
検
討

さ
れ
て
き
た
の
で
、
再
論
は
省
き
、
代
議
制
批
判
の
論
点
を
整
理

し
て
お
く
（
注
18
）
。
太
炎
は
代
議
制
を
「
民
権
を
阻
害
す
る
」
シ
ス

テ
ム
と
見
た
。「
代
議
政
体
な
る
者
は
、
封
建
の
変
相
な
り
」「
民

権
は
代
議
に
藉
り
て
以
て
伸
び
ず
」
と
い
う
の
で
あ
る
（
注
19
）
。
そ

の
理
由
は
四
点
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
①
平
等
の
阻
害
、
②
選
挙

制
度
の
困
難
さ
、
③
民
意
の
抑
圧
、
④
政
党
へ
の
不
信
（
政
党
に

対
す
る
不
信
や
批
判
は
、
辛
亥
後
も
変
わ
ら
な
い
（
注
20
）
）、
で
あ

る
。
そ
れ
は
、
お
よ
そ
次
の
認
識
に
基
づ
い
て
い
る
。

①
平
等　
　

中
国
は
二
千
年
間
ほ
ぼ
平
等
で
あ
る
（
注
21
）
。
一
君

統
治
の
下
、
万
民
が
平
等
だ
か
ら
だ
が
、
立
憲
制
は
逆
に
貧
富
や

格
差
を
生
む
（
注
22
）
。
太
炎
の
平
等
を
尊
ぶ
こ
の
視
点
は
辛
亥
後
も

同
様
で
、「
中
華
の
国
民
が
共
和
体
制
に
望
む
の
は
、
元
首
が
世

襲
で
は
な
く
、
人
民
に
貴
賤
の
な
い
こ
と
だ
」
と
述
べ
て
い
る

（
注
23
）
。
平
等
は
代
議
制
批
判
の
根
拠
の
一
つ
で
あ
り
、
平
等
の
確
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保
は
、
体
制
構
想
の
課
題
と
な
る
（
平
等
は
第
四
節
参
照
）。

②
選
挙
制
度　
　

選
挙
制
度
は
中
国
の
実
情
に
合
わ
な
い
。
そ

の
理
由
は
、
①
選
挙
人
口
と
代
議
士
の
割
合
、
②
代
議
士
に
選
出

さ
れ
た
土
豪
（「
豪
右
」、
紳
士
）
が
民
意
を
代
表
し
な
い
、
の
二

点
で
あ
る
。

③
民
意　
　

民
意
は
、
紳
士
（
土
豪
）
が
議
員
に
選
出
さ
れ
る

の
で
抑
圧
さ
れ
る
。
清
代
、
紳
士
（
土
豪
）
は
基
層
社
会
に
お
い

て
官
吏
と
共
に
地
方
行
政
に
関
与
し
て
き
た
（
官
治
の
補
助
）。

清
末
に
お
け
る
議
会
制
導
入
論
は
、
紳
士
の
政
治
参
加
を
制
度
的

に
公
認
せ
よ
と
求
め
る
も
の
で
あ
っ
た
（
注
24
）
。
政
治
へ
の
公
的
参

加
と
い
っ
て
も
、
紳
士
と
民
衆
と
の
間
に
は
、
文
化
意
識
の
上
で

障
壁
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
士
人
は
礼
規
範
を
遵
守
し
て
、
民
衆

と
は
違
う
（『
礼
記
』
曲
礼
上
「
礼
不
下
庶
人
」）
と
い
う
文
化
意

識
が
あ
る
。
こ
の
意
識
は
、
民
衆
を
統
治
対
象
と
見
な
し
て
民
意

を
民
本
主
義
的
に
吸
収
さ
せ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
討
議
を
通
し

て
と
も
に
公
論
を
形
成
す
る
と
い
う
発
想
を
生
ま
な
い
。
こ
の
こ

と
が
民
意
の
反
映
と
い
う
点
で
問
題
に
な
る
。
そ
の
上
、
紳
士
は

旧
体
制
の
政
治
基
盤
を
支
え
支
配
層
と
文
化
意
識
を
共
有
す
る
か

ら
、
旧
体
制
の
批
判
者
た
り
え
な
い
。
従
っ
て
、
清
末
の
立
憲
運

動
は
、
粗
放
な
体
制
下
に
あ
っ
た
基
層
社
会
を
国
制
の
末
端
に
組

み
込
む
動
き
で
あ
っ
た
か
ら
、
民
衆
に
と
っ
て
、
議
会
制
は
官
治

が
一
層
厳
し
く
な
る
こ
と
を
意
味
し
た
（
注
25
）
。

④
政
党　
　

政
党
は
腐
敗
の
温
床
で
あ
る
（
注
26
）
。
太
炎
は
、
政

治
主
体
の
資
質
と
し
て
清
廉
さ
、
利
欲
の
な
さ
、
誠
実
さ
と
い
っ

た
倫
理
性
を
求
め
た
。
政
党
は
そ
の
資
質
を
欠
く
故
に
、
民
衆
の

代
表
と
し
て
容
認
で
き
な
か
っ
た
。
も
と
も
と
議
会
制
は
、
議
院

の
意
思
を
国
民
の
意
思
と
見
な
し
、
立
法
府
と
し
て
行
政
と
司
法

の
二
府
に
対
峙
す
る
。
そ
の
場
合
、
国
民
の
意
思
を
反
映
す
る
必

要
が
あ
り
、
議
員
と
国
民
が
同
質
の
基
盤
を
も
つ
こ
と
が
条
件
に

な
る
。
そ
こ
で
始
め
て
合
議
を
通
し
て
生
ま
れ
た
法
が
正
義
と
な

り
、
規
範
性
を
も
つ
か
ら
で
あ
る
（
注
27
）
。
言
い
換
え
れ
ば
、
同
質

の
基
盤
を
も
た
な
い
バ
ラ
バ
ラ
な
集
団
が
多
数
決
の
原
理
に
拠
っ

て
立
法
し
て
も
、
法
は
遵
守
さ
れ
な
い
。
ま
た
、
そ
の
種
の
立
法

は
多
数
の
横
暴
と
な
り
正
当
性
を
欠
く
も
の
に
な
る
。
こ
の
危
惧

は
、
辛
亥
後
に
現
実
の
も
の
と
な
り
、
太
炎
は
政
党
を
「
人
民
之

蠡
蠹
、
政
治
之
秕
稗
」
と
批
判
し
た
（
注
28
）
。

第
二
節　
「
諦
実
之
共
和
」
構
想
と
法
制

「
諦
実
之
共
和
」
は
、「
代
議
然
否
論
」
の
後
半
部
で
展
開
さ
れ

た
が
、
法
制
が
特
徴
的
な
あ
り
方
を
し
て
い
る
。
特
徴
的
な
法
制

と
は
、
①
三
権
分
立
と
相
互
牽
制
、
②
権
力
者
の
犯
罪
に
対
す
る

法
の
公
正
な
適
用
、
③
法
制
エ
リ
ー
ト
に
よ
る
立
法
、
の
三
点
で

あ
る
。
太
炎
は
、
立
憲
制
が
「
貴
族
黎
庶
之
分
」
を
生
ん
で
不
平

（ 6 ）



等
で
あ
り
、
そ
の
政
府
を
「
穢
悪
」
と
考
え
た
の
で
（
前
節
）、

上
の
三
点
は
平
等
の
確
保
と
権
力
の
腐
敗
防
止
と
い
う
課
題
に
対

す
る
彼
の
解
決
策
と
な
る
。
さ
ら
に
民
衆
は
主
権
者
で
あ
り
な
が

ら
立
法
せ
ず
、
立
法
は
法
制
エ
リ
ー
ト
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
が
顕

著
な
特
徴
と
言
え
る
（
こ
れ
は
代
議
制
を
否
定
し
た
結
果
だ
が
、

民
意
に
基
づ
く
議
会
な
し
に
、
権
力
の
牽
制
が
ど
こ
ま
で
可
能
か

が
問
題
に
な
る
。
も
っ
と
も
、
辛
亥
後
、
議
会
は
総
統
権
力
と
対

抗
し
て
も
そ
れ
を
牽
制
で
き
な
か
っ
た
が
）。
こ
の
着
想
に
つ
い

て
は
次
節
で
考
察
す
る
こ
と
と
し
、
本
節
で
は
先
ず
、「
諦
実
之

共
和
」
の
特
徴
的
な
法
制
を
概
括
し
て
、
上
の
課
題
と
の
関
連
を

明
ら
か
に
し
た
い
。

（
一
）
三
権
分
立

「
諦
実
之
共
和
」
社
会
は
、
行
政
・
司
法
・
教
育
の
三
権
分
立

で
あ
る
が
、
教
育
が
加
わ
っ
て
立
法
の
な
い
点
に
特
徴
が
あ
る
。

こ
の
意
味
に
お
い
て
、
三
権
分
立
で
は
あ
っ
て
も
、「
諦
実
之
共

和
」
社
会
は
、
い
わ
ゆ
る
立
法
国
家
で
は
な
い
（
注
29
）
。
し
か
し
、

太
炎
は
権
力
の
分
立
に
よ
っ
て
、
権
力
を
牽
制
し
よ
う
と
し
た
の

で
あ
る
。

先
ず
、
権
力
の
相
互
牽
制
か
ら
見
て
い
こ
う
。
行
政
長
官
で
あ

る
総
統
は
、
選
挙
に
よ
っ
て
選
ば
れ
る
。
そ
の
被
選
挙
資
格
は
地

方
長
官
・
国
務
長
官
経
験
者
、
及
び
功
績
と
才
略
の
あ
る
こ
と
で

あ
る
（
注
30
）
。
総
統
の
職
掌
は
、
国
防
、
行
政
、
外
交
に
限
ら
れ
、

立
法
は
で
き
な
い
。
そ
の
親
裁
す
る
政
事
は
国
務
長
官
と
連
署
す

る
（
注
31
）
。
権
限
は
制
約
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
そ
の
地
位

は
司
法
長
官
、
教
育
長
官
と
対
等
で
あ
る
。
外
交
で
も
、
緊
急
事

態
に
は
地
方
代
表
が
選
出
さ
れ
て
、
政
府
と
審
議
す
る
（
注
32
）
。
総

統
の
独
裁
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

次
に
司
法
長
官
で
あ
る
。
司
法
長
官
は
法
学
者
の
中
か
ら
互
選

さ
れ
、
政
府
に
よ
っ
て
叙
任
さ
れ
る
が
、
政
府
に
司
法
長
官
の
採

否
権
限
は
な
い
。
司
法
の
独
立
性
を
担
保
し
、
豪
右
の
選
出
や
政

府
へ
の
従
属
を
防
ぐ
た
め
で
あ
る
。
そ
の
地
位
は
総
統
と
対
等
で

あ
る
。
司
法
長
官
の
職
掌
は
、
官
府
の
処
分
及
び
民
衆
の
獄
訟
す

べ
て
で
あ
り
、
総
統
の
犯
罪
に
も
、
法
律
が
適
用
さ
れ
る
（
注
33
）
。

太
炎
が
権
力
者
に
も
法
を
公
平
に
適
用
し
よ
う
と
す
る
の
は
、
法

を
普
遍
的
準
則
と
見
な
し
て
権
力
を
牽
制
し
よ
う
と
し
た
か
ら
で

あ
る
。
従
っ
て
、
総
統
権
力
の
牽
制
は
、
三
権
分
立
制
と
法
の
公

平
な
適
用
に
よ
る
こ
と
に
な
る
。

そ
し
て
教
育
長
官
で
あ
る
。
教
育
長
官
も
総
統
ら
と
対
等
の
地

位
に
あ
る
。
教
育
は
政
府
に
隷
属
せ
ず
、
政
治
か
ら
自
由
で
あ

る
。
隷
属
し
な
い
の
は
、
従
来
、
中
国
で
は
教
育
や
学
問
が
経
世

致
用
を
旨
と
し
、
政
治
か
ら
自
由
で
な
か
っ
た
か
ら
だ
。
太
炎

は
、
政
府
が
管
理
す
る
学
問
は
腐
敗
し
、
健
全
な
学
問
は
民
間
に

あ
る
と
考
え
た
の
で
（
注
34
）
、
学
問
と
教
育
は
、
政
治
か
ら
独
立
す

べ
し
と
な
る
（
注
35
）
。
た
だ
し
、
初
等
教
育
（
小
学
校
）
と
軍
事
教
育

（ 7 ）



（
海
陸
軍
学
校
）
は
義
務
教
育
な
の
で
、
政
府
が
管
理
す
る
（
注
36
）
。

最
後
に
立
法
で
あ
る
。
立
法
が
三
権
に
入
ら
な
い
点
に
「
諦
実

之
共
和
」
構
想
の
性
格
が
よ
く
表
れ
て
い
る
。
立
法
は
「
諦
実
之

共
和
」
で
は
、
法
制
エ
リ
ー
ト
に
よ
っ
て
制
定
さ
れ
る
。
そ
の
意

図
は
、
法
律
を
権
力
者
や
豪
右
か
ら
独
立
さ
せ
、
権
力
者
を
監
督

す
る
こ
と
に
あ
る
（
注
37
）
。
そ
も
そ
も
立
法
権
は
主
権
中
の
最
た
る

も
の
で
あ
り
、
主
権
者
が
自
ら
を
縛
り
、
か
つ
自
ら
を
護
る
範
囲

を
決
定
す
る
権
限
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
法
律
制
定
の
特
命
を

も
っ
た
法
制
エ
リ
ー
ト
が
立
法
し
、
主
権
者
の
民
衆
は
主
権
を
行

使
し
な
い
。
代
議
制
が
否
定
さ
れ
「
共
和
」
体
制
に
立
法
府
が
存

在
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
民
衆
は
制
定
に
関
与
せ
ず
と
も
、
法
の

保
護
対
象
で
あ
っ
た
か
ら
「
共
和
」
だ
と
考
え
ら
れ
た
に
違
い
な

い
が
、
主
権
者
で
あ
る
民
衆
が
主
権
を
行
使
し
な
く
て
も
「
共

和
」
だ
と
な
ぜ
発
想
で
き
た
の
か
。
お
そ
ら
く
こ
の
発
想
は
、
文

化
的
伝
統
と
も
関
係
が
あ
る
だ
ろ
う
（
次
節
）。
た
だ
し
、
法
制

エ
リ
ー
ト
に
委
ね
た
構
想
を
「
学
者
政
治
」
と
し
て
概
括
す
る
の

は
、
一
般
化
し
す
ぎ
で
あ
る
。
太
炎
は
儒
教
に
基
づ
く
法
の
運
用

や
裁
判
な
ど
を
批
判
し
て
い
て
（
注
38
）
、「
学
者
政
治
」
と
す
る
と
、

旧
来
の
士
人
の
政
治
参
加
と
区
別
が
付
き
に
く
い
か
ら
で
あ
る
。

（
二
）
法
制
定
の
意
図

「
諦
実
之
共
和
」
に
お
け
る
法
制
定
の
意
図
は
、
三
つ
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
①
民
衆
の
権
利
擁
護
、
②
総
統
権
力
の
牽
制
、
③
官

員
の
過
失
や
違
反
の
処
罰
、
で
あ
る
。

①
民
衆
の
権
利
擁
護　
　

民
衆
の
権
利
擁
護
と
は
、
集
会
や
言

論
・
出
版
の
自
由
、
身
体
の
自
由
と
い
っ
た
自
由
主
義
的
権
利
の

承
認
で
あ
る
。
民
衆
は
罪
が
な
け
れ
ば
勝
手
に
逮
捕
は
で
き
ず
、

も
し
逮
捕
さ
れ
た
ら
、
法
吏
に
訴
え
て
裁
判
が
で
き
る
（
注
39
）
。
民

衆
が
主
権
者
だ
か
ら
だ
。
民
衆
主
権
を
た
っ
と
ぶ
立
場
は
、
謀
反

罪
を
軽
く
す
る
主
張
に
も
窺
え
る
。
す
な
わ
ち
、「
謀
反
罪
を
軽

く
し
て
、
民
を
上
に
束
縛
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
」
と
言
う
の
で

あ
る
（
注
40
）
。「
謀
反
罪
」
は
旧
法
の
「
十
悪
」
の
一
つ
で
、
社
稷

（
天
子
）
を
危
う
く
す
る
こ
と
の
予
備
陰
謀
罪
で
あ
る
。
そ
れ
を

軽
く
す
る
と
い
う
の
は
、
現
政
権
へ
の
批
判
を
認
め
る
と
い
う
こ

と
に
他
な
ら
な
い
。
ま
た
、
司
法
が
歪
め
ら
れ
た
時
は
、
司
法
長

官
が
歪
み
を
治
め
る
が
、
も
し
長
官
が
不
作
為
で
あ
れ
ば
、
民
衆

は
学
官
に
請
求
し
て
法
学
者
を
集
め
、
司
法
の
歪
み
を
治
め
る
こ

と
も
で
き
る
（
注
41
）
。
法
運
用
上
の
誤
り
が
想
定
さ
れ
、
別
の
権
力

に
よ
る
執
行
が
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
法
の
公
正
な
適
用

に
よ
っ
て
主
権
者
を
護
る
わ
け
で
あ
る
。

②
総
統
権
力
の
牽
制　
　

総
統
権
力
の
牽
制
と
は
、
総
統
の
独

裁
を
許
さ
ず
、
総
統
に
も
法
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
総
統
の
過
失
や
受
賕
罪
な
ど
を
法
吏
が
裁
く
の
で
あ
る
。

こ
の
点
は
旧
法
に
対
す
る
批
判
を
踏
ま
え
て
い
る
。
ま
た
、
総
統

は
勝
手
に
法
律
を
改
め
る
こ
と
が
出
来
な
い
（
注
42
）
。
総
統
に
独
裁
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さ
せ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
辛
亥
後
、
袁
世
凱
は
大
総
統
と

な
る
や
、
臨
時
約
法
を
改
め
て
新
約
法
を
制
定
し
、
大
総
統
の
権

限
強
化
や
民
衆
の
権
利
抑
制
な
ど
を
企
て
た
。
こ
こ
に
至
っ
て
、

総
統
権
力
牽
制
の
重
要
性
は
現
実
に
裏
付
け
ら
れ
た
の
で

あ
る
。

③
官
員
の
処
罰　
　

官
員
の
過
失
や
溺
職
・
受
賕
の
罪
は
、
法

吏
が
裁
く
（
注
43
）
。
権
力
者
や
官
員
に
対
し
て
法
の
適
用
が
厳
し
い

の
は
、
旧
法
で
は
、
法
が
必
ず
し
も
公
正
に
適
用
さ
れ
な
か
っ
た

か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
、
太
炎
は
「
今
の
専
制
は
直た

だ
刑
罰

の
中あ
た

ら
ざ
る
を
害
と
為
す
」
と
述
べ
る
（
注
44
）
。「
諦
実
之
共
和
」

は
、
法
が
支
配
す
る
社
会
な
の
で
あ
る
。

以
上
、
法
制
定
の
意
図
に
、
権
力
牽
制
と
民
衆
の
主
権
擁
護
と

い
う
両
側
面
の
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
そ
も
そ
も
法
の
理
念

は
、
正
義
の
実
現
や
秩
序
の
維
持
に
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
旧
法
は

皇
帝
を
中
心
と
す
る
秩
序
の
維
持
に
傾
い
て
、
正
義
は
必
ず
し
も

公
正
に
実
現
さ
れ
な
か
っ
た
。「
諦
実
之
共
和
」
が
「
諦し
ん

実じ
つ

」
と

称
す
る
の
は
、
共
和
制
と
し
て
、
権
力
を
牽
制
し
民
衆
の
主
権
を

擁
護
す
る
両
側
面
を
併
せ
持
つ
か
ら
で
あ
ろ
う
。
総
統
は
行
政
権

し
か
も
た
ず
、
立
法
も
司
法
に
も
関
与
で
き
な
い
。
そ
し
て
、
罪

を
犯
せ
ば
処
罰
さ
れ
る
。
専
制
君
主
と
は
対
照
的
で
あ
る
。
と
こ

ろ
が
「
諦
実
之
共
和
」
は
「
奇
觚
之
専
制
」
と
も
称
さ
れ
る
。
そ

も
そ
も
専
制
と
は
、
権
力
が
淀
み
な
く
決
断
で
き
て
、
議
院
の
よ

う
な
中
間
機
関
を
介
さ
ず
に
そ
れ
を
直
接
に
執
行
で
き
る
こ
と
で

あ
る
。「
共
和
」
が
「
専
制
」
で
も
あ
る
の
は
、
共
和
制
で
あ
り

な
が
ら
議
院
が
不
在
で
、
主
権
者
で
あ
る
民
衆
に
代
わ
っ
て
、
法

制
エ
リ
ー
ト
が
立
法
し
、
法
が
公
正
に
運
用
さ
れ
る
か
ら
で
あ
ろ

う
。
主
権
者
の
民
衆
は
国
家
の
緊
急
事
態
に
お
い
て
し
か
立
法
権

を
行
使
し
な
い
の
で
あ
る
。
太
炎
は
、「
諦
実
之
共
和
」
を
、
法

が
普
遍
的
に
適
用
さ
れ
て
権
力
の
集
中
と
抑
制
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く

行
わ
れ
、
主
権
者
が
政
治
に
関
与
し
な
く
て
も
、
行
政
は
淀
み
な

く
執
行
さ
れ
る
と
イ
メ
ー
ジ
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
言
い
方
を
換
え

れ
ば
、
そ
れ
は
普
段
、
権
力
の
決
断
と
執
行
は
停
滞
す
る
こ
と
な

く
、
民
衆
は
政
治
に
関
与
せ
ず
と
も
生
き
て
ゆ
け
る
体
制
な
の
で

あ
る
。
あ
た
か
も
一
君
万
民
体
制
に
お
け
る
放
任
に
も
似
た
民
衆

の
あ
り
方
が
夢
想
さ
れ
た
と
言
え
よ
う
か
（
後
述
）。

し
か
し
、
民
衆
の
監
督
な
し
に
、
権
力
の
分
立
と
法
の
運
用
だ

け
で
権
力
濫
用
を
抑
止
す
る
こ
と
は
現
実
に
可
能
な
の
か
。
こ
れ

は
大
き
な
問
題
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
後
に
考
え
る
こ
と
に
し
て
、

次
に
、
な
ぜ
「
共
和
」
に
し
て
「
専
制
」
と
い
う
体
制
を
当
然
の

よ
う
に
太
炎
が
着
想
で
き
た
の
か
、
考
え
て
み
よ
う
。

第
三
節　

秩
序
を
め
ぐ
る
規
範
意
識

「
共
和
」
に
し
て
「
専
制
」
と
い
う
相
矛
盾
す
る
体
制
が
、
ど
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う
し
て
当
然
の
ご
と
く
着
想
さ
れ
た
の
か
。
そ
れ
を
知
る
た
め

に
、
こ
こ
で
は
文
化
の
基
底
に
あ
る
秩
序
を
め
ぐ
る
規
範
意
識
に

つ
い
て
考
察
し
た
い
。
と
い
う
の
は
、
秩
序
を
め
ぐ
る
規
範
意
識

は
、
伝
統
や
慣
習
な
ど
に
根
ざ
し
、
思
考
の
慣
性
と
し
て
作
用
す

る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
制
度
の
基
底
に
あ
る
集
合
意
識
で
あ

り
、
歴
史
の
変
動
期
に
お
い
て
、
新
奇
の
事
態
（
例
え
ば
産
業

化
）
に
対
し
て
、
伝
統
の
中
で
そ
の
意
味
を
衡
量
し
て
、
変
動
の

波
を
和
ら
げ
る
文
化
的
想
像
力
と
言
え
る
（
注
45
）
。
中
で
も
法
と
秩

序
を
め
ぐ
る
規
範
意
識
は
、
社
会
の
安
寧
に
係
わ
る
故
に
、
こ
の

「
諦
実
之
共
和
」
体
制
を
考
察
す
る
の
に
、
そ
の
検
討
は
欠
か
せ

な
い
だ
ろ
う
。
例
え
ば
康
有
為
の
『
大
同
書
』
は
、
産
業
化
と
い

う
歴
史
の
大
き
な
変
動
を
大
同
思
想
に
よ
っ
て
乗
り
切
ろ
う
と
し

た
。
そ
の
法
制
観
を
見
る
と
、
法
の
存
在
は
「
人
治
の
苦
」
と
さ

れ
、
大
同
社
会
で
は
「
刑
措
不
用
、
囚
獄
不
設
」
と
言
う
（
注
46
）
。

法
の
不
在
は
「
太
平
世
」
に
お
け
る
性
善
の
理
想
状
態
な
の
で
あ

る
。
康
有
為
に
と
っ
て
法
は
厳
罰
に
他
な
ら
ず
、
太
炎
の
考
え
た

よ
う
に
、
公
平
に
適
用
す
べ
き
準
則
で
は
な
い
。
法
の
存
在
即

「
人
治
の
苦
」
と
い
う
発
想
は
、
彼
が
無
意
識
裡
に
思
考
の
慣
性

と
し
て
、
儒
家
と
し
て
自
明
で
あ
っ
た
か
ら
そ
う
着
想
し
た
と
考

え
ら
れ
る
。
思
考
の
慣
性
は
、
自
明
な
こ
と
を
再
考
さ
せ
な
い
の

で
あ
る
。

「
諦
実
之
共
和
」
に
お
い
て
も
、
康
有
為
と
同
様
、
秩
序
を
め

ぐ
る
規
範
意
識
が
暗
に
働
い
た
節
が
あ
る
。
そ
れ
は
民
衆
が
立
法

に
関
与
せ
ず
と
も
社
会
は
行
政
的
に
運
営
で
き
る
と
い
う
着
想
で

あ
る
。
太
炎
が
一
君
万
民
体
制
を
ほ
ぼ
平
等
と
評
し
た
の
は
、
そ

の
統
治
体
制
の
粗
放
さ
を
代
議
制
と
比
較
し
て
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
そ
の
粗
放
で
自
由
な
体
制
に
は
、
い
わ
ば
鼓
腹
撃
壌
の
小
共

同
体
が
散
在
し
、
そ
れ
を
粗
放
な
統
治
体
制
が
包
み
込
み
、
そ
の

上
層
に
緊
密
な
行
政
機
構
が
聳
え
て
い
る
と
い
う
形
象
で
あ
る
。

そ
こ
で
は
官
僚
の
効
率
的
統
治
と
民
衆
の
非
政
治
的
日
常
が
混
在

し
て
い
る
。
こ
の
種
の
統
治
形
態
を
よ
し
と
す
る
規
範
意
識
が
太

炎
に
働
い
た
の
で
は
な
い
か
。
だ
か
ら
こ
そ
、
法
制
エ
リ
ー
ト
に

立
法
を
委
ね
て
も
、
行
政
が
滞
る
こ
と
な
く
機
能
す
る
と
考
え
た

で
は
あ
る
ま
い
か
。「
共
和
」
が
「
専
制
」
と
い
う
奇
妙
な
体
制

で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
点
は
従
来
、
十
分
に
検
討
が
尽

く
さ
れ
た
と
は
言
い
難
い
（
注
47
）
。

そ
こ
で
本
節
で
は
、
い
っ
た
ん
太
炎
か
ら
離
れ
て
、
法
と
秩
序

を
め
ぐ
る
伝
統
的
規
範
意
識
に
つ
い
て
概
括
し
、
太
炎
の
「
共

和
」
が
「
専
制
」
で
も
あ
る
理
由
を
考
え
る
参
考
に
し
た
い
（
そ

し
て
次
節
で
は
、「
代
議
然
否
論
」
が
書
か
れ
た
一
九
〇
八
年
頃

に
お
け
る
太
炎
の
精
神
の
あ
り
方
か
ら
も
検
討
す
る
）。
太
炎
思

想
と
の
同
異
を
確
認
で
き
る
よ
う
に
、
規
範
意
識
は
次
の
四
点
に

ま
と
め
よ
う
。
す
な
わ
ち
、（
一
）
法
の
度
量
衡
性
と
法
的
安
定

性
、（
二
）
立
法
と
合
議
、（
三
）
礼
と
法
、（
四
）
ノ
モ
ス
的
規
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範
、
で
あ
る
。

（
一
）
法
の
度
量
衡
性
と
法
的
安
定
性

こ
こ
に
言
う
法
の
度
量
衡
性
と
は
、
基
準
と
し
て
法
が
客
観
性

を
も
つ
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
法
的
安
定
性
と
は
恣
意
を
排
除
す

る
こ
と
、
及
び
国
家
的
制
裁
に
よ
っ
て
法
的
秩
序
を
確
保
す
る
こ

と
で
あ
る
。
法
の
度
量
衡
性
と
法
的
安
定
性
に
つ
い
て
は
、
法
家

の
法
実
証
主
義
と
し
て
、先
学
に
よ
り
、つ
と
に
考
察
さ
れ
た
（
注
48
）
。

す
な
わ
ち
、
法
家
は
法
を
法
的
安
定
性
と
度
量
衡
の
よ
う
な
客
観

性
を
も
つ
も
の
と
考
え
、
法
を
礼
か
ら
独
立
さ
せ
た
が
、
法
家
の

欠
点
は
法
の
内
容
や
目
的
を
考
慮
せ
ず
、
法
的
安
定
性
だ
け
を
目

指
し
た
、
と
言
う
の
で
あ
る
（
注
49
）
。
中
国
で
は
古
代
に
お
い
て
、

早
く
も
法
の
機
械
的
運
用
が
目
指
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
（
注
50
）
。
機

械
的
運
用
の
点
は
一
見
、
太
炎
の
主
張
と
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
あ

る
が
、
こ
れ
を
も
っ
て
太
炎
の
立
場
を
法
家
的
と
見
る
の
は
即
断

で
あ
る
（
後
述
）。

（
二
）
立
法
と
合
議

太
炎
は
合
議
に
は
冷
淡
で
あ
り
、
議
会
に
よ
る
立
法
を
批
判
し

た
（
第
一
節
）。
で
は
、
中
国
に
お
い
て
法
は
ど
の
よ
う
に
考
え

ら
れ
て
き
た
か
。
法
は
一
人
の
主
権
者
（
君
主
）
に
よ
っ
て
生
ま

れ
る
と
さ
れ
た
。
管
子
は
言
う
。

夫
れ
法
を
生
ず
る
者
は
君
な
り
。
法
を
守
る
者
は
臣
な
り
。

法
を
法
と
す
る
者
は
民
な
り
。（『
管
子
』
任
法
篇
）

管
子
に
よ
れ
ば
、
君
主
は
国
家
と
同
等
視
さ
れ
、
そ
の
地
位
の
尊

さ
は
制
令
を
出
す
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。
そ
れ
故
、
君
主
と
臣
下
が

と
も
に
合
議
し
て
立
法
す
る
の
は
間
違
い
に
な
る
。
君
主
一
人
で

立
法
す
る
か
ら
、
法
の
権
威
は
君
主
に
よ
る
。
し
か
も
法
家
の
場

合
、
法
の
権
威
は
君
主
の
人
格
性
に
で
は
な
く
、
君
主
一
人
が
発

す
る
法
の
客
観
性
に
よ
っ
た
。
商
鞅
は
言
う
。

今
、
法
令
明
ら
か
な
ら
ず
、
其
の
名
定
ま
ら
ざ
れ
ば
、
天
下

の
人
こ
れ
を
議
す
る
を
得
。
其
の
議
は
、
人
ご
と
に
異
な
り

て
定
ま
る
な
し
。
人
主　

法
を
上
に
為
り
、
下
民　

こ
れ
を

下
に
議
す
。
是
れ
法
令
定
ま
ら
ず
、
下
を
以
て
上
と
為
す
な

り
。
此
れ
所
謂
名
分
の
定
ま
ら
ざ
る
な
り
。（『
商
君
書
』
定

分
篇
）

商
鞅
は
、
法
を
秩
序
維
持
の
装
置
と
理
解
し
た
か
ら
、
法
令
が
明

ら
か
で
は
な
く
刑
名
が
曖
昧
だ
と
、
人
々
が
議
論
す
る
結
果
、
法

は
不
安
定
に
な
る
と
考
え
た
。
合
議
は
認
め
ら
れ
な
い
の
で
あ

る
。
法
家
は
合
議
を
、
法
に
権
威
の
な
い
と
き
に
始
ま
る
と
認
識

し
た
と
言
え
よ
う
。
太
炎
は
『
訄
書
』
に
お
い
て
、
議
院
は
安
定

期
に
導
入
し
、
危
機
の
時
代
で
は
、
一
人
の
立
法
者
が
「
群
議
」

せ
ず
に
決
断
す
る
ほ
う
が
よ
い
、
と
考
え
て
い
た
（
第
一
節
）。

彼
の
「
群
議
」
に
対
す
る
冷
淡
さ
は
、
法
を
め
ぐ
る
伝
統
的
思
索

が
、
合
議
を
法
的
安
定
性
を
損
な
い
法
の
権
威
を
貶
め
る
も
の
と

認
識
し
た
こ
と
と
関
連
が
あ
る
。
太
炎
は
管
子
や
商
鞅
に
早
く
か
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ら
関
心
を
示
し
て
い
た
か
ら
（
注
51
）
、「
諦
実
之
共
和
」
で
民
衆
の

立
法
に
消
極
的
な
彼
の
発
想
も
、
法
家
的
規
範
意
識
と
関
連
す

る
。
た
だ
し
、
法
家
か
ら
見
れ
ば
、
民
衆
は
統
治
対
象
に
す
ぎ
な

い
が
、
太
炎
に
お
い
て
は
、
民
衆
は
主
権
者
だ
か
ら
、
立
法
に
消

極
的
な
の
は
、
別
の
理
由
に
も
関
連
し
て
い
る
（
後
述
）。

話
し
を
戻
す
。
中
国
に
お
い
て
法
は
専
制
君
主
の
意
思
命
令
で

あ
り
（
注
52
）
、
賞
罰
は
君
主
の
大
権
と
評
さ
れ
た
（
注
53
）
。
し
か
し
、

太
炎
は
法
の
秩
序
を
君
主
の
た
め
と
は
考
え
な
い
。
彼
が
法
を
普

遍
的
準
則
と
見
な
し
て
、
権
力
者
に
も
適
用
し
よ
う
と
し
た
と
こ

ろ
が
違
う
の
で
あ
る
。

（
三
）
礼
と
法
（
法
的
モ
ラ
リ
ズ
ム
）

礼
と
法
の
関
係
に
つ
い
て
も
、
先
行
研
究
が
あ
る
（
注
54
）
。
礼
と

法
の
関
係
と
は
、「
明
刑
弼
教
」
の
言
葉
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、

法
が
礼
の
補
完
と
見
な
さ
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
法

と
し
て
見
れ
ば
、
貴
賤
・
尊
卑
・
長
幼
・
親
疎
の
別
を
重
ん
じ
る

礼
が
法
の
均
質
性
の
中
に
入
り
込
ん
だ
と
言
え
る
。
こ
の
こ
と
は

同
罪
異
罰
の
例
で
分
か
る
（
注
55
）
。例
え
ば
夫
が
妻
を
毆
傷
す
る
と
、

「
凡
人
」
の
処
罰
か
ら
二
等
を
減
ぜ
ら
れ
る
が
、
妻
が
夫
を
毆
る

と
徒
一
年
、
妻
が
夫
の
祖
父
母
・
父
母
を
毆
る
と
絞
刑
に
な
る

（
唐
律
）。
誰
が
誰
を
毆
傷
さ
せ
る
か
で
処
罰
が
違
う
の
は
、
礼
制

の
区
分
が
反
映
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
儒
教
の
「
名
分
」
と
い
う

社
会
秩
序
の
構
成
原
理
に
即
し
て
、
処
罰
が
決
ま
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
故
、
儒
教
は
い
わ
ゆ
る
法
的
モ
ラ
リ
ズ
ム
の
立
場
に
立
つ
と

言
え
る
。
法
的
モ
ラ
リ
ズ
ム
と
は
、
社
会
倫
理
を
維
持
す
る
た
め

に
不
道
徳
な
行
為
も
処
罰
し
て
よ
い
と
す
る
考
え
方
で
あ
る
。
法

は
普
通
、
他
者
に
対
す
る
危
害
を
加
え
た
場
合
に
適
用
さ
れ
る

が
、
法
的
モ
ラ
リ
ズ
ム
は
、
道
徳
規
範
を
逸
脱
す
れ
ば
、
ま
だ
危

害
を
加
え
て
い
な
い
場
合
で
も
処
罰
し
て
よ
い
と
考
え
る
。
例
え

ば
唐
律
の
「
十
悪
」
の
中
に
「
不
孝
」
が
あ
る
。
祖
父
母
・
父
母

を
「
告
言
」（
官
憲
に
訴
え
る
こ
と
）
す
る
と
、
家
族
倫
理
を
乱

す
こ
と
に
な
る
の
で
絞
に
な
る
（
注
56
）
。「
告
言
」
が
親
の
罪
は
隠

す
と
い
う
儒
教
倫
理
に
違
反
す
る
の
で
あ
る
。
親
に
積
極
的
に
危

害
を
加
え
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
社
会
的
に
親
の
罪
を
告
発
す
る

の
で
、
重
い
絞
刑
に
処
せ
ら
れ
る
わ
け
だ
。
法
家
は
も
と
も
と
法

的
モ
ラ
リ
ズ
ム
の
立
場
で
は
な
く
、
親
戚
や
な
じ
み
の
貴
人
な
ど

に
法
の
適
用
を
按
配
し
て
は
な
ら
ぬ
、
と
説
い
た
が
（
注
57
）
、「
不

孝
」
は
家
族
秩
序
を
重
視
す
る
法
的
モ
ラ
リ
ズ
ム
が
徐
々
に
法
の

中
に
浸
透
し
て
き
た
結
果
な
の
で
あ
る
（
注
58
）
。
こ
う
し
た
礼
と
法

の
相
補
関
係
に
対
し
て
、
太
炎
が
批
判
的
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
前

稿
で
考
察
し
た
（
注
59
）
。

（
四
）
ノ
モ
ス
的
規
範

こ
こ
で
仮
に
ノ
モ
ス
的
規
範
と
言
う
の
は
、
自
生
的
秩
序
を

も
っ
た
共
同
体
の
規
範
を
指
す
（
注
60
）
。
ノ
モ
ス
的
規
範
を
こ
と
さ

ら
挙
げ
る
の
は
、
中
国
古
代
に
礼
や
法
と
は
違
う
規
範
意
識
が
存

（ 12 ）



し
た
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
規
範
が
自
生
的
に
存
し
て
秩
序

を
作
り
、
そ
れ
が
意
識
化
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
規
範
意
識
の

こ
と
で
あ
る
。
老
子
の
小
国
寡
民
風
の
在
り
方
と
言
え
る
。
人
は

礼
や
法
に
よ
っ
て
外
か
ら
規
範
づ
け
ら
れ
て
お
ら
ず
、
秩
序
は
自

生
的
で
自
然
な
も
の
と
感
じ
ら
れ
拘
束
と
は
意
識
さ
れ
て
い
な

い
。
老
子
は
そ
れ
を
「
無
為
」
に
根
ざ
す
と
し
て
、「
不
言
之
教
」

と
呼
ん
だ
（
注
61
）
。
老
子
は
自
生
的
秩
序
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に

言
う
。故

に
聖
人
は
云
う
、
我
為
す
こ
と
無
く
し
て
、
民
自
ず
か
ら

化
し
、
我
静
を
好
み
て
、
民
自
ず
か
ら
正
し
く
、
我
事
無
く

し
て
、
民
自
ず
か
ら
富
み
、
我
欲
無
く
し
て
、
民
自
ず
か
ら

樸
た
り
。（『
老
子
』
第
五
七
章
）

自
生
的
秩
序
の
世
界
は
無
為
自
然
を
た
っ
と
び
、
聖
人
が
規
範
化

せ
ず
と
も
、
そ
こ
に
は
秩
序
が
存
す
る
。
従
っ
て
、
道
家
か
ら
す

れ
ば
、
礼
や
法
は
作
為
的
な
も
の
と
な
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
老

子
は
礼
を
批
判
し
て
「
夫
れ
礼
な
る
者
は
、
忠
信
の
薄
に
し
て
乱

の
首は
じ
めな
り
。」（『
老
子
』
第
三
八
章
）
と
言
っ
た
。
道
徳
や
礼
は

「
道
」
が
失
わ
れ
た
後
に
生
ま
れ
、
礼
を
道
徳
の
表
面
的
な
も
の

と
見
た
か
ら
で
あ
る
。
老
子
は
「
道
」
を
「
常
無
為
、
而
無
不

為
」（
第
三
七
章
）
と
考
え
た
か
ら
、
礼
規
範
は
無
為
自
然
に
反

す
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
老
子
は
法
も
批
判
し
て
「
法
令
滋ま
す

ま

す
彰あ
ら

は
れ
て
、
盗
賊
多
く
有
り
。」（
第
五
七
章
）
と
言
っ
た
。

「
法
令
」
は
、「
忌
諱
」「
利
器
」「
伎
巧
」
と
と
も
に
、
文
明
の
表

象
と
し
て
拒
否
さ
れ
た
わ
け
で
、
老
子
が
「
我
為
す
こ
と
無
く
し

て
、
民
自
ず
か
ら
化
す
」
と
い
う
、「
道
」
に
生
き
る
民
に
と
っ

て
、
法
は
不
自
然
に
人
を
拘
束
す
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
要
す
る

に
、
ノ
モ
ス
的
規
範
は
自
然
法
に
則
っ
た
も
の
と
言
え
よ
う
。

も
っ
と
も
自
然
法
に
則
る
点
で
は
、
儒
家
も
同
じ
で
あ
る
（
注
62
）
。

し
か
し
儒
家
は
、
天
の
権
威
を
借
り
て
礼
は
王
が
制
定
す
る
と
考

え
た
点
が
、
道
家
と
は
異
な
る
。
例
え
ば
天
の
権
威
を
借
り
る
こ

と
に
つ
い
て
、
荀
子
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

礼
に
三
本
あ
り
。
天
地
と
は
、
生
の
本
な
り
。
先
祖
と
は
、

類
の
本
な
り
。
君
師
と
は
、
治
の
本
な
り
。
…
（
中
略
）
…
、

故
に
礼
は
、
上　

天
に
事
え
、
下　

地
に
事
へ
、
先
祖
を
尊

び
君
師
を
隆
ん
に
す
。
是
れ
礼
の
三
本
な
り
。（『
荀
子
』
礼

論
篇
）

天
地
が
礼
の
根
拠
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、
荀
子
に
お
い
て
は
、
周
知
の
通
り
、
礼
は
聖
人
に
よ
る

作
為
で
あ
り
、
老
子
の
言
う
「
自
然
」
そ
の
ま
ま
で
は
な
い
。
聖

人
の
作
為
し
た
礼
規
範
は
、
意
識
化
さ
れ
な
い
自
生
的
秩
序
と
は

異
質
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
中
国
古
代
に
は
、
規
範
意
識
を
め
ぐ
っ
て
多
様
な

理
解
が
存
し
た
。
法
規
範
、
礼
規
範
及
び
ノ
モ
ス
的
規
範
で
あ

る
。
こ
の
こ
と
を
『
尹
文
子
』
は
巧
み
に
説
明
し
て
い
る
。
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大
道
も
て
治
む
れ
ば
、
則
ち
名
法
儒
墨
自
ず
か
ら
廃
た
る
。

名
法
儒
墨
を
以
て
治
む
る
者
は
、
則
ち
道
を
離
る
る
を
得

ず
。
…
（
中
略
）
…
、
道　

以
て
治
む
る
に
足
ら
ざ
れ
ば
、

則
ち
法
を
用
ふ
。
法　

以
て
治
む
る
に
足
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち

術
を
用
ふ
。
術　

以
て
治
む
る
に
足
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
権
を

用
ふ
。
権　

以
て
治
む
る
に
足
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
勢
を
用

ふ
。
…
（
中
略
）
…
、
道　

用
ふ
れ
ば
、
則
ち
無
為
に
し
て

自
ず
か
ら
治
む
。（
注
63
）

『
尹
文
子
』
は
、
統
治
の
在
り
方
を
「
大
道
」・「
道
」・「
法
」・

「
術
」・「
権
」・「
勢
」
で
区
分
し
た
。「
大
道
」
は
道
家
の
自
生
的

秩
序
を
指
し
、「
道
」
は
儒
家
や
墨
家
な
ど
の
諸
規
範
に
基
づ
い

た
統
治
法
、「
法
」・「
術
」・「
権
」・「
勢
」
は
法
家
的
統
治
法
を

指
す
。
尹
文
子
は
「
無
為
に
し
て
自
ず
か
ら
治
ま
る
」
仕
方
を
最

高
の
も
の
と
見
、
最
上
の
統
治
法
を
「
大
道
」
に
置
き
、
順
次

「
道
」、「
法
」
と
考
え
た
の
で
あ
る
（
引
用
末
尾
の
「
道
」
は

「
大
道
」
を
含
む
）。『
尹
文
子
』
は
、『
漢
書
』
芸
文
志
で
は
戦
国

時
代
の
名
家
に
分
類
さ
れ
、『
四
庫
提
要
』
で
は
子
部
雑
家
に
分

類
さ
れ
る
が
、
道
家
や
法
家
と
の
関
係
も
窺
え
る
。
現
行
の
『
尹

文
子
』
は
後
人
偽
作
の
疑
い
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
ノ
モ
ス
的
規

範
と
礼
法
と
の
関
係
を
め
ぐ
る
言
説
と
し
て
着
目
し
た
い
。
思
想

系
統
や
真
偽
は
、
今
、
問
題
に
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

以
上
、
要
す
る
に
、
中
国
に
お
け
る
秩
序
を
め
ぐ
る
規
範
意
識

は
多
様
な
故
に
、
礼
治
か
法
治
か
と
い
う
単
純
な
対
立
図
式
で
は

類
別
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
中
で
も
道
家
的
発
想
は
、

礼
と
法
を
批
判
し
、
政
治
か
ら
離
れ
て
規
範
を
意
識
し
な
い
で
暮

ら
す
日
常
を
理
念
化
し
た
。
し
か
も
、
そ
れ
は
空
想
さ
れ
た
ロ
マ

ン
テ
ィ
ッ
ク
な
表
象
と
い
う
よ
り
、
中
国
と
い
う
広
大
な
世
界
に

散
在
す
る
小
共
同
体
の
日
常
の
表
象
と
言
え
る
。

話
し
を
戻
そ
う
。「
諦
実
之
共
和
」
構
想
は
、
権
力
を
相
互
牽

制
さ
せ
て
独
裁
を
許
さ
な
い
一
方
、
立
法
を
法
制
エ
リ
ー
ト
に
委

ね
て
、
主
権
者
の
民
衆
に
普
段
、
政
治
に
関
与
さ
せ
な
か
っ
た
。

こ
の
構
想
は
合
議
に
冷
淡
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
リ
ー
ダ
ー
の
決
断

を
た
っ
と
ぶ
太
炎
の
見
方
が
反
映
し
て
い
た
。
規
範
意
識
と
し
て

見
れ
ば
、
そ
こ
に
は
合
議
に
よ
る
立
法
を
否
定
す
る
法
家
的
な
も

の
が
あ
る
と
と
も
に
、
民
衆
が
政
治
に
関
与
し
な
い
道
家
的
な
も

の
が
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。「
共
和
」
に
し
て
「
専
制
」
の
構
想

は
、
太
炎
が
「
学
者
政
治
」
を
強
調
し
た
と
か
、
或
い
は
強
力
な

一
人
の
リ
ー
ダ
ー
を
容
認
す
る
た
め
と
い
っ
た
式
に
、
た
ん
に
彼

個
人
の
立
場
に
帰
し
て
見
る
よ
り
も
（
注
64
）
、
文
化
的
基
底
を
も
併

せ
て
考
え
た
ほ
う
が
よ
い
だ
ろ
う
。
と
い
う
の
は
、
民
衆
が
政
治

に
関
与
し
な
い
で
暮
ら
す
表
象
に
道
家
的
ル
ー
ツ
が
あ
る
か
ら
ば

か
り
で
は
な
い
。
エ
リ
ー
ト
肯
定
や
強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の

是
認
が
何
よ
り
も
中
国
的
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。「
諦
実

之
共
和
」
構
想
で
は
主
権
者
が
政
治
に
関
与
せ
ず
、
エ
リ
ー
ト
が

（ 14 ）



代
行
し
、
相
互
牽
制
さ
れ
た
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
に
法
が
公
正

に
運
用
さ
れ
る
。
こ
の
体
制
は
、
太
炎
が
ほ
ぼ
平
等
と
評
し
た
一

君
万
民
制
と
通
底
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
あ
る
。「
諦
実
之
共

和
」
が
「
奇
觚
之
専
制
」
と
称
さ
れ
た
所
以
は
、
民
衆
を
主
権
者

と
す
る
以
外
に
、
ノ
モ
ス
的
規
範
、
エ
リ
ー
ト
の
代
行
、
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
の
相
互
牽
制
、
法
の
公
正
な
運
用
を
認
め
た
点
に
あ

る
だ
ろ
う
。
太
炎
を
法
家
的
と
断
じ
る
の
を
早
計
と
し
た
の
は
、

道
家
的
で
も
あ
る
か
ら
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
次
に
、
代
議
制
が
批
判
さ
れ
「
諦
実
之
共
和
」
が
構
想

さ
れ
た
時
期
、
太
炎
が
ノ
モ
ス
的
規
範
に
傾
斜
し
て
い
た
こ
と
を

当
時
の
精
神
の
あ
り
方
か
ら
も
追
っ
て
み
よ
う
。
時
あ
た
か
も
章

太
炎
に
と
っ
て
多
事
多
難
の
時
期
で
あ
っ
た
。

第
四
節　

法
制
か
ら
哲
学
へ

前
節
で
は
秩
序
を
め
ぐ
る
規
範
意
識
を
考
察
し
た
が
、
本
節
で

は
、
周
辺
の
出
来
事
か
ら
太
炎
が
非
政
治
的
な
生
き
方
を
評
価
し

た
こ
と
を
検
討
す
る
。
彼
は
一
君
万
民
体
制
の
ほ
う
が
立
憲
制
よ

り
ま
し
だ
と
考
え
て
い
た
（
前
節
）。
粗
放
な
体
制
で
は
「
苛
察
」

が
遍
く
は
行
わ
れ
ず
、
人
々
が
ほ
ぼ
平
等
だ
か
ら
で
あ
っ
た
。
つ

ま
り
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
相
互
牽
制
さ
れ
て
法
が
公
正
に
運
用

さ
れ
、
民
衆
が
平
等
で
あ
れ
ば
非
政
治
的
で
も
よ
い
こ
と
に
な

る
。「
五
朝
法
律
索
隠
」（
一
九
〇
八
年
八
月
一
〇
日
）
や
「
代
議

然
否
論
」（
一
九
〇
八
年
一
〇
月
一
〇
日
）
を
書
い
た
一
九
〇
八
、

〇
九
年
頃
、
彼
の
周
辺
で
は
何
が
起
こ
っ
た
の
か
。
思
索
の
関
心

が
法
制
の
あ
り
方
か
ら
非
政
治
的
な
生
き
方
に
移
る
よ
う
な
こ
と

が
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
。
老
子
に
関
心
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

日
常
か
ら
光
を
当
て
て
み
よ
う
。

さ
て
、
一
九
〇
八
年
は
、
太
炎
と
孫
文
と
の
確
執
が
強
ま
り
、

日
本
政
府
に
よ
っ
て
『
民
報
』
が
封
禁
さ
れ
た
（
一
〇
月
一
九

日
）
歳
で
あ
る
。
も
と
も
と
孫
文
に
対
す
る
溝
は
、
一
九
〇
七
年

に
日
本
政
府
の
要
請
に
応
じ
て
孫
文
が
海
外
に
出
国
し
た
辺
り
か

ら
伏
在
し
て
い
た
が
、『
民
報
』
の
封
禁
を
契
機
に
表
面
化
し
た
。

民
報
社
は
財
政
が
窮
迫
し
て
、
資
金
援
助
を
孫
文
に
求
め
た
も
の

の
、
首
尾
よ
く
行
か
ず
、
ま
た
一
九
〇
八
年
初
め
に
は
、
太
炎
自

身
が
発
病
し
（
注
65
）
、
民
報
社
に
お
い
て
毒
薬
事
件
も
お
こ
っ
た
。

そ
し
て
、『
民
報
』
封
禁
に
伴
っ
て
罰
金
（
一
五
〇
日
本
圓
）
が

課
せ
ら
れ
た
が
納
付
で
き
ず
、
太
炎
は
収
監
さ
れ
労
役
に
つ
い

た
。
こ
の
よ
う
に
一
九
〇
八
、
〇
九
年
は
個
人
的
に
も
苦
境
に
直

面
す
る
日
々
で
あ
っ
た
。
こ
の
間
の
心
境
は
、
例
え
ば
「
偽
『
民

報
』
検
挙
状
」
の
行
間
か
ら
も
窺
う
こ
と
が
で
き
る
が
（
注
66
）
、
そ

の
一
方
で
、
留
学
生
に
国
学
講
習
を
す
る
旁
ら
、
印
度
哲
学
へ
の

関
心
を
深
め
て
い
た
（
注
67
）
。
こ
の
時
期
味
わ
っ
た
政
治
的
挫
折
感

や
精
神
的
窮
迫
は
、
思
索
を
非
政
治
的
な
方
向
へ
転
じ
さ
せ
た
と
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思
わ
れ
る
。
一
九
〇
九
年
頃
か
ら
思
索
内
容
が
法
制
的
な
も
の
か

ら
哲
学
的
な
も
の
に
変
わ
る
の
で
あ
る
。

今
、
平
等
観
念
を
手
が
か
り
に
、
そ
れ
を
見
て
み
よ
う
。
と
い

う
の
は
、
平
等
の
扱
い
方
で
関
心
の
方
向
が
分
か
る
か
ら
だ
。
太

炎
は
平
等
に
つ
い
て
、「
代
議
然
否
論
」
で
は
「
貴
族
黎
庶
之
分
」

の
有
無
で
考
え
て
い
た
。
思
索
は
社
会
領
域
で
な
さ
れ
、
法
の
公

平
な
適
用
や
抑
富
強
救
貧
弱
策
な
ど
が
平
等
策
と
し
て
提
示
さ
れ

た
。
そ
の
一
方
で
、
彼
は
仏
教
の
宗
旨
を
「
慈
悲
平
等
」
と
考
え

て
い
た
（
注
68
）
。
も
し
関
心
が
哲
学
方
面
に
向
か
う
な
ら
、
平
等
は

心
の
あ
り
方
と
し
て
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

さ
て
、『
国
故
論
衡
』（
一
九
一
〇
）
原
道
下
篇
に
は
、
非
政
治

的
な
民
俗
の
世
界
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。「
諦
実
之
共
和
」
に
お

け
る
民
衆
の
あ
り
方
が
哲
学
領
域
に
展
開
し
た
の
で
は
な
い
か
、

と
推
測
さ
せ
る
。
太
炎
は
、
礼
や
法
に
縛
ら
れ
な
い
人
の
本
源
的

な
あ
り
方
に
つ
い
て
言
う
。

今
、
慈
恵
廉
愛
な
く
ん
ば
、
則
ち
民
は
虎
狼
為
り
。
文
学
な

く
ん
ば
、
則
ち
士
は
牛
馬
為
り
。
虎
狼
の
民
、
牛
馬
の
士
あ

り
て
、
国　

治
ま
る
と
雖
も
、
政　

理
ま
る
と
雖
も
、
其
の

民
は
人
な
ら
ず
。
世
の
人
あ
る
は
、
固
よ
り
国
に
先
ん
ず
。

且
つ
国
を
建
つ
る
は
以
て
人
の
為
な
る
か
、
将は

た
人
と
は
国

の
虚
名
の
役
す
る
と
こ
ろ
と
為
る
か
。
韓
非
は
国
に
見
あ
り

て
、
人
に
見
な
し
。
群
に
見
あ
り
て
、
孑ひ
と
りに
見
な
し
（
注
69
）
。

慈
恵
廉
愛
の
な
い
民
衆
や
情
性
の
分
か
ら
ぬ
士
人
が
い
て
、
政
治

や
国
家
が
い
く
ら
治
ま
っ
た
と
し
て
も
、
も
は
や
民
衆
は
人
と
は

言
え
な
い
。
太
炎
は
人
の
あ
り
方
と
国
家
政
治
と
を
区
別
し
、
慈

恵
と
廉
愛
に
生
き
る
民
の
世
界
は
政
治
国
家
よ
り
も
先
に
存
す

る
、
と
見
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
韓
非
子
は
国
家
統
治
に
し
か

識
見
が
な
い
と
断
じ
た
わ
け
だ
。
こ
の
引
用
の
後
段
、
太
炎
は
老

子
と
韓
非
子
を
対
論
し
、「
韓
非
は
賢
と
雖
も
悟
ら
ず
」「
貞
廉
の

行
い
は
賤
し
む
可
け
ん
や
」「
人
の
智
慧
辯
察
を
求
む
る
者
は
情

性
な
り
。
文
学
の
業
、
絶
つ
可
け
ん
や
」
と
言
い
、
老
子
を
高
く

評
価
し
た
。「
貞
廉
」「
情
性
」「
文
学
」
と
い
っ
た
人
の
本
源
的

な
あ
り
方
を
問
う
て
い
る
の
で
あ
る
。
一
般
に
老
子
は
『
韓
非

子
』
解
老
篇
な
ど
を
根
拠
に
韓
非
子
的
と
評
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
あ

る
。
し
か
し
、
太
炎
は
老
子
を
韓
非
子
と
区
別
し
た
。
そ
れ
は
、

太
炎
が
老
子
を
荘
子
斉
物
論
の
原
点
と
解
す
る
か
ら
で
あ
る
。
原

道
下
篇
の
後
段
で
言
う
。

荘
周
は
老
聃
の
意
を
明
ら
か
に
し
て
、
こ
れ
を
和
す
る
に
斉

物
を
以
て
す
。
万
物
の
異
情
を
推
し
て
以
為
ら
く
、
正
味
正

色
の
以
て
其
の
相
伐
つ
な
く
、
並と
も

に
行
わ
れ
て
害そ
こ

な
は
ざ
ら

し
む
と
。
其
の
道
は
政
と
俗
を
分
異
し
、
位
を
干お
か

さ
令
む
る

無
き
に
在
り
。（
注
70
）

荘
子
は
老
子
の
意
を
明
ら
か
に
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
本
来

の
形
で
相
害
な
う
こ
と
な
く
存
在
す
る
と
考
え
、
ま
た
政
治
世
界
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と
民
俗
世
界
と
を
区
別
し
た
と
言
う
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
老
子

は
荘
子
の
原
点
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
老
子
の

中
か
ら
政
治
性
を
切
り
離
し
、
老
子
を
斉
物
論
と
同
様
、
政
治
世

界
を
越
え
た
、
精
神
の
哲
学
と
し
て
理
解
し
た
こ
と
を
意
味
す

る
。
荘
子
斉
物
論
の
趣
旨
に
つ
い
て
、
太
炎
は
「
斉
物
論
釈
序
」

に
お
い
て
「
其
れ
唯
だ
消マ
マ

揺
・
斉
物
二
篇
は
、
則
ち
世
俗
に
云
う

所
の
自
在
平
等
に
は
あ
ら
ず
。
体
は
形
器
に
あ
ら
ず
。
故
に
自
在

に
し
て
対
な
し
。
理
は
名
言
を
絶
す
。
故
に
平
等
に
し
て
咸あ
ま
ねく
適か
な

ふ
」
と
述
べ
た
（
注
71
）
。
荘
子
の
逍
揺
・
斉
物
両
篇
は
世
俗
の
い
う

平
等
で
は
な
い
と
言
う
の
だ
か
ら
、
老
子
も
そ
の
方
向
で
理
解
さ

れ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
頃
、
政
治
や
法
制
の
世
界
か
ら
、
哲
学

や
精
神
の
世
界
に
思
索
の
力
点
を
移
し
た
と
言
え
よ
う
。
そ
の
成

果
が
『
斉
物
論
釈
』（
一
九
一
〇
）
な
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
前
節
で
見
た
よ
う
に
、
道
家
は
礼
や
法
と
は
違
う

自
生
的
秩
序
を
説
い
た
。
自
生
的
秩
序
に
お
け
る
規
範
は
、
外
か

ら
拘
束
す
る
礼
や
法
と
は
異
な
り
、
こ
と
さ
ら
規
範
と
は
意
識
さ

れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
故
、
太
炎
が
原
道
下
篇
で
言
っ
た
「
慈
恵

廉
愛
」
句
、
あ
る
い
は
そ
こ
に
引
用
さ
れ
た
「
諸こ
れ

を
心
に
説よ
ろ
こ

び

諸
を
慮こ
こ
ろに

研み
が

き
、
天
下
の
亹
亹
を
成
す
者
」
句
（『
易
経
』
繋
辞

下
）（
注
72
）
の
描
く
有
様
は
、
あ
た
か
も
政
治
に
関
与
し
な
い
自
生

的
秩
序
を
も
っ
た
世
界
で
の
生
き
方
を
指
す
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

こ
の
理
解
が
あ
っ
た
れ
ば
こ
そ
、「
韓
非
は
国
に
見け
ん

あ
り
て
、
人

に
見
な
し
。
群
に
見
あ
り
て
、
孑ひ

と
りに

見
な
し
」（
原
道
下
篇
）
と

法
家
を
批
判
で
き
た
わ
け
で
あ
る
。
逆
に
言
え
ば
、「
諦
実
之
共

和
」
に
お
け
る
主
権
者
の
民
衆
は
、
そ
の
あ
り
方
が
哲
学
的
に
展

開
し
た
結
果
、
政
治
的
に
は
具
体
化
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
な

る
。
こ
の
老
子
へ
の
関
心
の
転
回
に
つ
い
て
、
彼
は
辛
亥
の
歳
、

蔡
元
培
に
、
以
前
は
老
荘
学
説
を
信
じ
な
か
っ
た
が
、「
今
皆
な

其
の
然
ら
ざ
る
を
知
る
」
と
書
き
送
っ
て
い
る
（
注
73
）
。
か
つ
て
太

炎
は
老
子
を
「
以
為
後
世
陰
謀
者
法
」
（
注
74
）
と
評
し
て
い
た
の
だ

が
、
老
荘
に
対
す
る
見
方
が
仏
教
を
介
し
て
変
化
し
た
こ
と
を

言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
一
九
〇
九
年
頃
、
政
治
や
法
制
の
世
界

か
ら
、
哲
学
の
世
界
に
思
索
の
力
点
を
移
し
た
こ
と
が
分
か
る
。

以
上
だ
と
す
れ
ば
、「
諦
実
之
共
和
」
構
想
に
お
い
て
平
等
は
、

権
力
の
相
互
牽
制
や
法
の
公
正
な
適
用
な
ど
法
制
領
域
で
思
索
さ

れ
て
い
た
が
、
一
九
〇
八
、
〇
九
年
頃
を
境
に
、
平
等
は
哲
学
領

域
で
思
索
が
展
開
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
社
会
的
平
等
は

心
的
平
等
へ
と
問
題
を
深
め
ら
れ
た
が
、
民
衆
の
主
権
表
現
と
そ

の
制
度
化
の
課
題
は
等
閑
視
さ
れ
、
議
論
さ
れ
な
い
ま
ま
に
な
っ

た
と
も
言
え
る
。
こ
の
問
題
が
再
び
太
炎
に
よ
っ
て
意
識
的
に
思

索
さ
れ
る
の
は
、
辛
亥
後
、
袁
世
凱
の
独
裁
や
議
会
の
無
力
さ
な

ど
を
目
の
当
た
り
に
体
験
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
民
衆
の

主
権
表
現
の
問
題
は
聯
省
自
治
論
に
よ
っ
て
提
示
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
と
思
わ
れ
る
が
、
考
察
は
別
稿
を
待
ち
た
い
。

（ 17 ）



結　

び

以
上
、
太
炎
は
代
議
制
を
批
判
し
て
「
諦
実
之
共
和
」
を
構
想

し
た
。
そ
の
意
図
は
平
等
の
確
保
に
あ
り
、
そ
の
方
法
が
権
力
の

相
互
牽
制
と
法
の
公
平
な
適
用
で
あ
っ
た
。
彼
か
ら
見
る
と
、
代

議
制
で
は
、
議
員
と
い
う
新
し
い
階
級
が
生
ま
れ
て
不
平
等
に
な

り
、
紳
士
層
の
抑
圧
が
常
態
化
す
る
と
い
う
の
で
あ
っ
た
。
太
炎

に
と
っ
て
平
等
の
点
で
は
、
専
制
君
主
体
制
の
ほ
う
が
万
民
に
階

級
の
な
い
分
ま
し
だ
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
専
制
の
害
は
、

刑
罰
が
適
切
に
適
用
さ
れ
な
い
こ
と
だ
け
だ
か
ら
だ
。
そ
れ
故

「
諦
実
之
共
和
」
で
は
議
会
に
代
わ
っ
て
、
権
力
の
相
互
牽
制
及

び
法
の
公
正
な
適
用
が
目
指
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
法
に
よ
る

権
力
牽
制
は
、
辛
亥
前
に
早
く
も
な
さ
れ
た
重
要
な
主
張
で
あ

る
。
し
か
し
、
そ
こ
で
は
主
権
者
で
あ
る
民
衆
は
、
緊
急
事
態
以

外
、
立
法
に
関
与
せ
ず
、
法
制
エ
リ
ー
ト
が
立
法
し
た
か
ら
、
行

政
、
司
法
、
教
育
の
三
権
が
分
立
し
て
相
互
に
牽
制
し
、
法
が
公

平
に
運
用
さ
れ
る
以
外
、
主
権
者
の
監
督
を
受
け
な
い
こ
と
に

な
っ
た
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
民
衆
は
主
権
者
で
あ
る
か
ら

「
共
和
」
で
あ
っ
て
も
、
権
力
は
集
中
す
る
故
に
専
制
な
の
で
あ

る
。「
奇
觚
之
専
制
」
と
称
さ
れ
た
所
以
で
あ
る
。
普
段
、
政
治

に
関
与
し
な
い
民
衆
は
、
専
制
君
主
体
制
下
と
同
じ
く
、
鼓
腹
撃

壌
風
に
生
き
る
の
で
あ
る
。
太
炎
の
認
識
に
お
い
て
は
、「
専
制
」

下
で
も
中
国
の
民
衆
が
も
っ
と
も
自
由
な
の
で
あ
る
（
注
75
）
。
こ
の

政
治
に
関
与
し
な
い
の
で
自
由
だ
と
い
う
理
解
に
、
中
国
の
伝
統

的
規
範
意
識
が
影
を
落
と
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。「
諦
実
之

共
和
」
構
想
が
も
つ
奇
妙
な
矛
盾
、
す
な
わ
ち
権
力
が
相
互
牽
制

さ
れ
つ
つ
も
集
中
し
、
民
衆
が
主
権
者
で
あ
り
な
が
ら
立
法
に
関

与
し
な
い
と
い
う
ア
ポ
リ
ア
は
、
西
洋
に
体
制
モ
デ
ル
を
求
め
な

い
で
新
し
い
体
制
を
構
想
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
に
生
ま
れ
た
。

「
諦
実
之
共
和
」
構
想
は
、
権
力
の
集
中
と
抑
制
と
い
う
相
反
す

る
太
炎
の
関
心
が
法
制
面
で
展
開
さ
れ
た
も
の
と
言
え
よ
う
。

た
だ
、
太
炎
に
と
っ
て
問
題
は
残
る
。
権
力
を
相
互
牽
制
し
て

法
で
監
督
す
る
に
し
て
も
、
主
権
者
の
民
衆
が
議
院
を
介
さ
ず
、

ま
た
非
政
治
的
な
あ
り
方
を
し
て
い
る
現
実
に
お
い
て
、
権
力
は

牽
制
で
き
る
の
か
。
民
意
は
ど
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
る
の
か
。
こ

の
問
題
の
深
刻
さ
は
、
辛
亥
後
に
露
呈
し
た
。
大
総
統
の
袁
世
凱

に
権
力
が
集
中
し
て
独
裁
す
る
。
議
院
が
民
意
を
代
表
せ
ず
、
ま

た
政
府
の
監
督
も
で
き
な
い
。
し
か
も
、
各
地
に
軍
閥
が
跋
扈
し

て
対
立
す
る
。
辛
亥
後
に
至
っ
て
、「
諦
実
之
共
和
」
構
想
の

ユ
ー
ト
ピ
ア
性
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
辛
亥
後
、
太
炎
は
現
実
政

治
と
関
わ
る
中
で
こ
の
問
題
と
格
闘
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
に

つ
い
て
は
、
ま
た
別
に
考
察
が
必
要
で
あ
る
。

（ 18 ）



注

（
１
）	

拙
稿
「
章
炳
麟
『
虜
憲
廃
疾
』
と
『
欽
定
憲
法
大
綱
』」、『
京
都
産
業

大
学
論
集
』（
人
文
科
学
系
列
）
第
四
六
号
、
二
〇
一
三
年
。

（
２
）	

拙
稿
「
章
炳
麟
の
中
国
法
に
対
す
る
評
価
（
上
）
︱
『
五
朝
法
律
索
隠
』

の
視
点
︱
」、『
中
国
研
究
集
刊
』
闕
号
（
総
五
八
号
）、
二
〇
一
四
年
。

同
「
章
炳
麟
の
中
国
法
に
対
す
る
評
価
（
下
）︱『
五
朝
法
律
索
隠
』
の

視
点
︱
」、『
中
国
研
究
集
刊
』
珠
号
（
総
五
九
号
）、
二
〇
一
四
年
。

（
３
）	

瀧
川
政
次
郎
「
唐
代
法
制
概
説
」、『
支
那
法
制
史
研
究
』
所
収
、
有

斐
閣
、
昭
和
一
五
年
。

（
４
）	

拙
稿
「
章
炳
麟
『
五
朝
法
律
索
隠
』
の
歴
史
的
位
置
」、『
中
国
研
究

集
刊
』
號
号
（
総
五
六
号
）、
二
〇
一
三
年
。

（
５
）	

唐
文
権
・
羅
福
恵
両
氏
は
、
太
炎
が
封
建
帝
制
に
反
対
し
三
権
分
立

を
唱
え
る
の
で
、
彼
に
は
「
民
主
精
神
」
が
あ
る
が
、
最
高
統
治
者
の

集
権
に
必
ず
し
も
反
対
し
て
い
な
い
と
言
い
、
そ
れ
は
「
平
均
主
義
」

の
反
映
だ
と
考
え
る
。
そ
し
て
「
学
者
政
治
」
を
「
官
僚
政
治
」「
政
党

政
治
」
の
対
立
概
念
と
す
る
（
唐
文
権
・
羅
福
恵
『
章
太
炎
思
想
研
究
』

第
四
章
「
懸
群
衆
理
民
物
︱
章
太
炎
的
政
治
学
説
」「
対
代
議
政
治
的
商

討
」
節
、
華
中
師
範
大
学
出
版
社
、
一
九
八
六
年
）。
ま
た
汪
栄
祖
氏
は
、

太
炎
が
反
民
主
だ
と
い
う
通
説
は
、
そ
の
代
議
制
批
判
を
主
た
る
根
拠

に
す
る
が
、
彼
は
代
議
制
が
国
情
に
合
わ
な
い
と
考
え
た
ま
で
で
、
通

説
は
不
正
確
な
批
判
に
す
ぎ
ず
、「
諦
実
之
共
和
」
は
法
律
の
専
門
家
に

よ
る
「
学
者
政
治
」
だ
、
と
言
う
に
止
ま
る
（「
章
炳
麟
与
中
華
民
国
」、

『
中
華
民
国
建
国
史
討
論
集
︱
開
国
護
法
史
︱
』
第
二
冊
、
中
華
民
国
建

国
史
討
論
集
編
集
委
員
会
刊
、一
九
八
一
年
）。
姜
義
華
『
章
太
炎
』
は
、

太
炎
は
政
治
の
民
主
化
を
新
し
い
権
力
分
立
の
体
制
に
よ
っ
て
計
ろ
う

と
し
、
権
力
構
造
や
政
策
決
定
に
社
会
成
員
全
体
の
参
加
と
監
督
を
構

想
し
た
と
言
う
が
、
参
加
と
監
督
が
何
か
不
明
で
あ
る
（
台
北
東
大
図

書
公
司
、
一
九
九
一
年
）。
ま
た
、
同
『
国
学
大
師
叢
書　

章
太
炎
評
伝
』

「
四
・
二　

民
主
主
義
」（
百
花
洲
文
藝
出
版
社
、一
九
九
五
年
）
も
参
照
。

（
６
）	『
訄
書
』
初
刻
本
明
群
篇
、『
章
太
炎
全
集
』（
三
）
五
二
頁
、
上
海
人

民
出
版
社
、
一
九
八
四
年
。

（
７
）	

前
掲
『
訄
書
』
初
刻
本
明
群
篇
、『
章
太
炎
全
集
』（
三
）
五
二
頁
。

（
８
）	『
訄
書
』
初
刻
本
官
統
篇
、「
議
院
者
、別
于
科
道
、治
定
之
制
也
」「
故

拠
乱
則
通
封
事
。
乱
已
定
則
置
議
院
。
二
術
」（
前
掲『
章
太
炎
全
集
』（
三
）

七
〇
頁
）。

（
９
）	『
訄
書
』
初
刻
本
官
統
篇
、
前
掲
『
章
太
炎
全
集
』（
三
）
七
〇
頁
。

（
10
）	『
訄
書
』
重
訂
本
通
法
篇
、
前
掲
『
章
太
炎
全
集
』（
三
）
二
四
三
頁
。

（
11
）	『
訄
書
』
重
訂
本
通
法
篇
、
前
掲
『
章
太
炎
全
集
』（
三
）
二
四
三
頁
。

（
12
）	
拙
稿
「
章
炳
麟
の
法
制
論
︱
『
訄
書
』
と
『
検
論
』
を
中
心
に
︱
」、『
中

国
研
究
集
刊
』
果
号
（
総
六
三
号
）、
二
〇
一
七
年
。

（
13
）	『
検
論
』
通
法
篇
、
前
掲
『
章
太
炎
全
集
』（
三
）
五
四
三
頁
。

（
14
）	「
参
議
員
論
」（
一
九
一
二
年
二
月
。
湯
志
鈞
編
『
章
太
炎
政
論
選
集

（ 19 ）



（
下
）』、
中
華
書
局
、
一
九
七
七
年
）、「
与
黎
元
洪
書　

三
」（
一
九
一

二
年
八
月
一
六
日
）、「
致
伯
中
書　

十
」（
一
九
一
三
年
八
月
三
日
）
な

ど
に
辛
亥
直
後
の
代
議
制
批
判
が
見
え
る
（
新
版
『
章
太
炎
全
集　

書

信
集
』、
上
海
人
民
出
版
社
、
二
〇
一
七
年
）。

（
15
）	「
官
制
索
隠
」、
前
掲
『
章
太
炎
全
集
』（
四
）
八
六
～
八
七
頁
。

（
16
）	「
官
制
索
隠
」、
前
掲
『
章
太
炎
全
集
』（
四
）
八
七
頁
。

（
17
）	「
官
制
索
隠
」、
前
掲
『
章
太
炎
全
集
』（
四
）
八
七
頁
。

（
18
）	

前
掲
拙
稿
「
章
炳
麟
『
虜
憲
廃
疾
』
と
『
欽
定
憲
法
大
綱
』」
第
四
、

五
節
参
照
。

（
19
）	「
代
議
然
否
論
」、
前
掲
『
章
太
炎
全
集
』（
四
）
三
〇
〇
、
三
〇
六
頁
。

（
20
）	

例
え
ば
政
党
に
つ
い
て
、「
与
黎
元
洪
書　

三
」
で
は
「
浹
旬
以
来
黙

視
近
状
、
乃
知
中
国
之
有
政
党
、
害
有
百
端
、
利
無
毛
末
」
と
述
べ
、

議
員
の
弁
舌
力
や
セ
ク
ト
性
な
ど
に
弊
害
が
あ
る
、
と
指
摘
す
る
（『
順

天
時
報
』
原
載
、
前
掲
新
版
『
章
太
炎
全
集　

書
信
集
』
五
一
二
～
五

一
三
頁
）。
ま
た
「
与
章
行
厳
論
改
革
国
会
書
」（
一
九
二
四
）
で
も
、

国
会
や
政
党
が
政
府
権
力
と
官
員
の
横
暴
を
監
督
弾
劾
で
き
な
い
の
は
、

中
国
の
政
党
は
「
愛
憎
」
を
基
準
に
取
捨
選
択
す
る
か
ら
だ
、
と
批
判

す
る
（
前
掲
『
章
太
炎
政
論
選
集　

下
』
七
八
八
頁
）。

（
21
）	「
与
馬
良
書
」「
中
国
掍
一
既
二
千
稔
、
秩
級
已
弛
、
人
民
等
夷
、
名

曰
専
制
、
其
実
放
任
也
」（
前
掲
『
章
太
炎
全
集
』（
四
）
一
八
五
頁
）。

（
22
）	「
代
議
然
否
論
」、
前
掲
『
章
太
炎
全
集
』（
四
）
三
〇
〇
頁
。

（
23
）	

前
掲
「
大
共
和
日
報
発
刊
辞
」、
前
掲
湯
志
鈞
編
『
章
太
炎
政
論
選
集

（
下
）』。

（
24
）	

張
朋
園
『
立
憲
派
与
辛
亥
革
命
』
第
一
、
二
章
。
中
央
研
究
院
近
代

史
研
究
所
、
一
九
六
九
年
。

（
25
）	「
与
馬
良
書
」
に
「
立
憲
代
議
、将
一
切
使
民
淪
于
幽
谷
。
夫
賊
民
者
、

非
専
官
吏
、
郷
土
秀
髦
、
権
力
絶
尤
、
則
害
於
民
滋
甚
」
と
言
う
（
前

掲
『
章
太
炎
全
集
』（
四
）
一
八
六
頁
）。

（
26
）	「
代
議
然
否
論
」、
前
掲
『
章
太
炎
全
集
』（
四
）
三
〇
九
頁
。

（
27
）	

Ｃ
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
著
、
稲
葉
素
之
訳
『
現
代
議
会
主
義
の
精
神
史
的

地
位
』
八
、
一
二
、
一
四
、
三
七
、
三
九
頁
な
ど
、
み
す
ず
書
房
、
一

九
七
二
年
。

（
28
）	

前
掲
「
与
黎
元
洪
書　

三
」。

（
29
）	

Ｃ
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
著
、
田
中
浩
・
原
田
武
雄
訳
『
合
法
性
と
正
当
性
』

六
～
八
頁
、
未
来
社
、
一
九
八
三
年
。

（
30
）	「
代
議
然
否
論
」、
前
掲
『
章
太
炎
全
集
』（
四
）
三
〇
六
頁
。

（
31
）	「
代
議
然
否
論
」、
前
掲
『
章
太
炎
全
集
』（
四
）
三
〇
七
頁
。
連
署

（
副
署
）
の
意
味
に
つ
い
て
は
「
民
国
光
復
」（
一
九
三
三
）
で
も
触
れ

ら
れ
る
。

（
32
）	「
代
議
然
否
論
」、
前
掲
『
章
太
炎
全
集
』（
四
）
三
〇
七
、
三
一
〇
頁
。

（
33
）	「
代
議
然
否
論
」、
前
掲
『
章
太
炎
全
集
』（
四
）
三
〇
七
頁
。

（
34
）	「
代
議
然
否
論
」、
前
掲
『
章
太
炎
全
集
』（
四
）
三
〇
八
頁
。

（
35
）	
経
世
と
求
是
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
『
章
太
炎
的
白
話
文
』
一
、
二
、

二
九
頁
（
芸
文
印
書
館
重
印
、
民
国
六
一
年
）。

（ 20 ）



（
36
）	「
代
議
然
否
論
」、
前
掲
『
章
太
炎
全
集
』（
四
）
三
〇
六
頁
。

（
37
）	「
代
議
然
否
論
」、
前
掲
『
章
太
炎
全
集
』（
四
）
三
〇
六
頁
。

（
38
）	
拙
稿
「
章
炳
麟
の
法
制
論
︱
『
訄
書
』
と
『
検
論
』
を
中
心
に
︱
」、『
中

国
研
究
集
刊
』
果
号
（
総
六
三
号
）、
二
〇
一
七
年
。

（
39
）	「
代
議
然
否
論
」、
前
掲
『
章
太
炎
全
集
』（
四
）
三
〇
七
頁
。

（
40
）	「
代
議
然
否
論
」、
前
掲
『
章
太
炎
全
集
』（
四
）
三
〇
七
頁
。

（
41
）	「
代
議
然
否
論
」、
前
掲
『
章
太
炎
全
集
』（
四
）
三
〇
七
頁
。

（
42
）	「
代
議
然
否
論
」、
前
掲
『
章
太
炎
全
集
』（
四
）
三
〇
六
頁
。

（
43
）	「
代
議
然
否
論
」、
前
掲
『
章
太
炎
全
集
』（
四
）
三
〇
七
頁
。

（
44
）	

前
掲
「
与
馬
良
書
」、
前
掲
『
章
太
炎
全
集
』（
四
）
一
八
六
頁
。

（
45
）	

三
木
清
『
構
想
力
の
論
理
』
第
二
章
、『
三
木
清
全
集
』
第
八
巻
、
岩

波
書
店
。

（
46
）	

康
有
為
『
大
同
書
』
五
一
～
五
二
頁
、
中
華
書
局
、
民
国
二
四
年
。

（
47
）	

唐
文
権
・
羅
福
恵
両
氏
は
、「
奇
觚
之
専
制
」
を
一
人
に
集
権
し
て
全

民
が
そ
の
保
護
を
求
め
る
平
均
主
義
の
反
映
で
あ
る
と
解
し
た
（
前
掲

『
章
太
炎
思
想
研
究
』
第
四
章
「
懸
群
衆
理
民
物
︱
章
太
炎
的
政
治
学

説
」）。
一
人
に
権
力
が
集
中
し
て
、
そ
れ
以
外
の
民
衆
は
す
べ
て
平
等

と
い
う
政
治
構
造
を
太
炎
が
称
賛
し
た
と
い
う
の
だ
が
、
な
ぜ
そ
れ
を

「
共
和
」
と
考
え
た
の
か
が
不
明
で
あ
る
。
ま
た
、
汪
栄
祖
氏
は
、
太
炎

の
代
議
制
批
判
に
触
れ
、「
諦
実
之
共
和
」
に
言
及
す
る
が
、
太
炎
の
司

法
観
念
が
監
察
制
度
と
関
係
す
る
と
は
指
摘
す
る
も
の
の
、
立
法
権
が

専
門
家
に
委
ね
ら
れ
る
点
に
つ
い
て
は
、
検
討
が
な
い
（
前
掲
汪
栄
祖

「
章
炳
麟
与
中
華
民
国
」）。

（
48
）	

田
中
耕
太
郎
『
法
家
の
法
実
証
主
義
』
二
四
頁
、
福
村
書
店
、
昭
和

二
二
年
。

（
49
）	

前
掲
田
中
耕
太
郎
『
法
家
の
法
実
証
主
義
』
九
一
～
九
四
頁
。

（
50
）	

前
掲
田
中
耕
太
郎
『
法
家
の
法
実
証
主
義
』
四
一
～
四
二
頁
。

（
51
）	

例
え
ば
早
期
の
著
作
『
膏
蘭
室
札
記
』（
一
八
九
一
～
九
三
）
は
、
杭

州
の
詁
経
精
舎
に
お
け
る
読
書
ノ
ー
ト
で
あ
る
。
全
四
七
四
條
の
内
、

諸
子
関
係
が
三
一
二
條
あ
り
、
管
子
が
約
三
分
の
一
強
を
占
め
る
（
拙

稿
「
章
炳
麟
に
お
け
る
実
証
の
問
題
︱
西
洋
近
代
的
知
識
の
意
味
︱
」、

『
中
国
学
の
十
字
路
︱
加
地
伸
行
博
士
古
稀
記
念
論
集
』
所
収
、
研
文
出

版
、二
〇
〇
六
年
）。
ま
た
「
読
管
子
書
後
」（
一
八
九
七
）
は
後
に
「
喩

侈
靡
」
と
改
題
し
て
『
訄
書
』
に
、「
商
鞅
」（
一
八
九
八
）
は
『
訄
書
』

と
『
検
論
』
に
収
載
さ
れ
た
。
太
炎
は
法
家
に
関
心
の
高
か
っ
た
こ
と

が
分
か
る
。

（
52
）	

滋
賀
秀
三
「
中
国
法
の
基
本
的
性
格
」、『
中
国
法
制
史
論
集
︱
法
典

と
刑
罰
』
所
収
、
創
文
社
、
二
〇
〇
三
年
。

（
53
）	

中
田
薫
「
支
那
律
令
法
系
の
発
達
に
つ
い
て
の
補
考
」、『
法
制
史
論

集
』
第
三
号
、
昭
和
二
八
年
（『
法
制
史
論
集
』
第
四
巻
所
収
、
岩
波
書

店
）。

（
54
）	
穂
積
陳
重
「
禮
ト
法
」、『
法
学
協
会
雑
誌
』
第
弐
拾
四
巻
第
壱
号
第

弐
号
、
明
治
三
九
年
。
瞿
同
祖
「
中
国
法
律
之
儒
家
化
」、『
国
立
北
京

大
学
五
十
周
年
紀
念
論
文
集
』
文
学
院
第
四
種
、
北
京
大
学
出
版
部
、
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一
九
四
八
年
原
載
、『
中
国
法
律
与
中
国
社
会
』
所
収
、
中
華
書
局
、
一

九
八
一
年
。

（
55
）	
浅
井
虎
夫
『
支
那
法
制
史
』
第
四
章
「
唐
代
の
法
制
」
第
十
二
節
「
刑

法
」、
博
文
館
、
明
治
三
七
年
。

（
56
）	『
唐
律
疏
議
』
名
例
「
十
悪
」、
闘
傷
「
告
祖
父
母
父
母
絞
」（
一
五
二
～

一
五
三
頁
、
一
〇
〇
二
～
一
〇
〇
三
頁
、
景
印
光
緒
庚
寅
刊
本
、
京
都
東

海
書
店
、
一
九
六
八
年
）。
滋
賀
秀
三
譯
注
『
唐
律
疏
議　

譯
注
篇
一
』

四
七
～
五
〇
頁
、（『
譯
注
日
本
律
令　

五
』）
東
京
堂
出
版
、昭
和
五
四
年
。

（
57
）	

例
え
ば
『
管
子
』
禁
蔵
篇
に
「
法
者
、
天
下
之
儀
也
。
所
以
決
疑
而

明
是
非
也
。
百
姓
所
縣
命
也
。
故
明
主
慎
之
。
不
為
親
戚
故
貴
易
其
法
。

…
、故
主
上
視
法
厳
於
親
戚
。」
と
あ
る
。
唐
律
の
「
八
議
」
な
ど
と
は
、

対
照
的
で
あ
る
。

（
58
）	

清
末
の
法
学
者
沈
家
本
は
、「
十
悪
」
は
北
斉
に
始
ま
り
「
重
罪
十
条
」

と
呼
ば
れ
た
が
、
隋
に
な
っ
て
軽
罪
も
加
わ
り
、「
不
孝
」「
不
睦
」
な

ど
家
庭
秩
序
の
紊
乱
ま
で
も
が
重
罪
と
さ
れ
る
に
至
っ
た
と
指
摘
す
る

（「
明
律
目
箋　

一
」『
歴
代
刑
法
考
』
所
収
、中
華
書
局
、一
九
八
五
年
）。

（
59
）	

前
掲
拙
稿
「
章
炳
麟
の
中
国
法
に
対
す
る
評
価
（
上
）
︱『
五
朝
法
律

索
隠
』
の
視
点
︱
」
第
一
節
「
重
生
命
」
の
項
、
同
「
章
炳
麟
の
中
国

法
に
対
す
る
評
価
（
下
）
︱『
五
朝
法
律
索
隠
』
の
視
点
︱
」
第
三
節
「
平

吏
民
」
の
項
参
照
。

（
60
）	

船
田
享
二
『
法
律
思
想
史
』
第
四
章
「
ギ
リ
シ
ャ
法
律
思
想
」、
河
出

書
房
、
昭
和
一
八
年
。
ま
た
、
ノ
モ
ス
的
規
範
に
つ
い
て
、
Ｆ
・
Ａ
・

ハ
イ
エ
ク
は
、
自
生
的
秩
序
に
は
正
義
に
適
っ
た
規ノ
モ
ス範

が
あ
り
、
そ
れ

は
強
制
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
慣
習
を
基
礎
に
し
て
い
て
、
制
定
法

と
は
異
質
だ
と
論
じ
て
い
る
。『
法
と
立
法
と
自
由
』
Ⅰ
（『
ハ
イ
エ
ク
全

集
』
第
八
巻
二
八
、
五
八
、
六
七
、
一
〇
四
頁
、
春
秋
社
、
一
九
八
七
年
。

『
法
と
立
法
と
自
由
』Ⅱ（
前
掲『
ハ
イ
エ
ク
全
集
』九
巻
四
九
～
五
二
頁
）。

（
61
）	『
老
子
』
第
二
章
「
是
以
聖
人
処
無
為
之
事
、
行
不
言
之
教
」。

（
62
）	

梁
啓
超
『
中
国
法
理
学
発
達
史
論
』（「
旧
学
派
之
法
概
念
」）、
前
掲

田
中
『
法
家
の
法
実
証
主
義
』
第
二
章
参
照
。

（
63
）	『
尹
文
子
』
大
道
上
篇
。
掃
葉
山
房
本
第
一
葉
Ａ
、『
百
子
全
書
』
五
、

浙
江
人
民
出
版
社
。

（
64
）	

前
掲
唐
文
権
・
羅
福
恵
『
章
太
炎
思
想
研
究
』。
注
（
47
）
参
照
。

（
65
）	『
民
報
』
第
一
八
号
啓
事
欄
。

（
66
）	「
偽
『
民
報
』
検
挙
状
」、
朱
維
錚
・
姜
義
華
編
注
『
章
太
炎
選
集
』

所
収
、
上
海
人
民
出
版
社
、
一
九
八
一
年
。
こ
の
「
検
挙
状
」
は
、
孫

文
と
の
対
立
を
太
炎
の
眼
か
ら
生
々
し
く
書
い
た
も
の
で
あ
る
。『
日
華

新
報
』
掲
載
の
原
文
は
長
ら
く
不
明
で
あ
っ
た
が
、
章
氏
家
蔵
の
文
件

か
ら
復
元
さ
れ
た
。「
検
挙
状
」
か
ら
太
炎
の
心
境
や
感
情
的
反
発
な
ど

が
読
み
取
れ
る
。

（
67
）	

周
作
人
「
記
太
炎
先
生
学
梵
文
事
」
は
、
一
九
〇
八
年
当
時
、
太
炎

が
講
学
の
旁
ら
、
印
度
哲
学
に
関
心
を
深
め
て
、
ド
イ
ッ
セ
ン
『
ヴ
ェ
ー

ダ
ン
タ
哲
学
論
』（
英
訳
本
）
や
姉
崎
正
治
『
印
度
宗
教
史
考
』
に
言
及

し
た
と
回
想
し
て
い
る
（『
秉
燭
談
』、一
九
四
〇
年
原
刊
、止
庵
校
訂
『
周
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作
人
自
編
文
集
』
所
収
、
河
北
教
育
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
）。
姉
崎
や

リ
ス
デ
ヴ
ィ
ッ
ツ
ら
印
度
哲
学
者
に
対
す
る
批
判
は
、「
人
無
我
論
」（
一

九
〇
七
）
に
見
え
る
（
拙
稿
「
章
炳
麟
と
姉
崎
正
治
︱
『
訄
書
』
よ
り
『
斉

物
論
釈
』
に
い
た
る
思
想
的
関
係
︱
」、『
東
方
学
』
第
一
〇
七
輯
、
二

〇
〇
四
年
参
照
）。
そ
し
て
「
與
余
同
伯
書　

一
」（
一
九
〇
九
年
四
月

一
七
日
）
に
は
、「
末
底
近
専
以
経
訓
教
授
、
仏
学
則
自
知
冷
煖
耳
。
頃

已
請
得
一
梵
文
師
、
名
密
尸
邏
、
来
寓
教
授
」
と
あ
り
、「
與
余
同
伯
書

　

二
」
で
は
『
老
子
』
第
一
三
章
の
一
句
を
梵
文
に
訳
し
て
い
る
。
両

書
簡
と
も
金
銭
的
な
苦
境
を
訴
え
、ま
た
「
与
周
豫
才
、周
作
人
書
」（
一

九
〇
九
年
五
月
）
に
は
、
周
兄
弟
に
対
す
る
梵
文
学
習
へ
の
誘
い
が
書

か
れ
て
い
る
（
前
掲
新
版
『
章
太
炎
全
集　

書
信
集
（
上
）』）
三
五
二

～
三
五
四
、
三
五
六
頁
。
な
お
、「
末
底
」
と
は
太
炎
の
仏
号
で
、
サ
ン

ス
ク
リ
ッ
ト	m

ati	

の
漢
語
訳
と
思
わ
れ
、
叡
智
、
知
性
な
ど
を
意
味

す
る
。
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
に
関
し
て
は
、
京
都
産
業
大
学
教
授
志
賀
浄

邦
氏
か
ら
ご
教
示
を
得
た
。
こ
こ
に
記
し
て
謝
意
を
表
す
る
。

（
68
）	「
送
印
度
鉢
邏
罕
保
什
二
君
序
」、「
抑
吾
支
那
之
道
術
、
自
印
度
来
、

東
踰
海
、
漸
及
日
本
、
皆
以
慈
悲
平
等
為
宗
。」、『
民
報
』
一
三
号
、
一

九
〇
七
年
、
前
掲
『
章
太
炎
全
集
』（
四
）
三
五
九
頁
。

（
69
）	

原
道
下
篇
、『
国
故
論
衡
』
下
巻
、『
章
氏
叢
書
』
上
冊
第
一
二
九
葉
、

四
八
四
頁
（
民
国
六
年
、
浙
江
図
書
館
刊
、
京
都
中
文
出
版
社
復
印
、

一
九
七
〇
年
）。

（
70
）	

原
道
下
篇
、
前
掲
『
国
故
論
衡
』
下
巻
、『
章
氏
叢
書
』
上
冊
第
一
二

九
葉
。

（
71
）	『
斉
物
論
釈
』
序
、
前
掲
『
章
氏
叢
書
』
上
冊
第
一
葉
、
三
八
一
頁
。

（
72
）	

原
道
下
篇
「
政
之
所
具
、
不
過
経
令
。
法
之
所
禁
、
不
過
姦
害
。『
能

説
諸
心
、
能
研
諸
慮
、
以
成
天
下
之
亹
亹
』
者
、
非
政
之
所
与
也
。」、

前
掲
『
国
故
論
衡
』『
章
氏
叢
書
』
一
二
九
葉
。

（
73
）	「
与
蔡
元
培
書　

一
」、
前
掲
新
版
『
章
太
炎
全
集　

書
信
集
（
上
）』

三
五
七
頁
。

（
74
）	『
訄
書
』
初
刻
本
儒
道
篇
、
前
掲
『
章
太
炎
全
集
』（
三
）
九
頁
。

（
75
）	「
与
馬
良
書
」、
前
掲
『
章
太
炎
全
集
』（
四
）
一
八
五
頁
。
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